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ら 1969 年までの 24 年間を第一期(1945-48 年)、第二期(1949-53 年)、第三期(1945-59 年)、
第四期(1960-1969 年)に区分しつつ、全 48 点の実践が紹介されている13。それぞれ占領と









































































































貌を描いている。神奈川県に属していた三多摩が 1893 年に東京府に移管されて 100 年に

































凡人の教育と文章』(地方文化資料第 49 集、1960 年)、橋本義夫『みんなの文章〜万人文
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表 1 1900(明治 33)年 3 月における学齢児童数及び就学率(北多摩郡) 
学齢児童 合計 就学歩合 不就学児童内訳 
就学児童 不就学児童 百人ニ対シ 仝上平均 
男 6,649 1,139 7,788 85.37  
75.14 
猶予 
疾病男 300 女 400  700 
貧困男 815 女 2109 2924 
女 4,450 2,533 6,983 63.73 
計 11,099 3,672 14,771   免除 
疾病男 9 女 6   15 




 就学率はそれぞれ男 85.37％、女 63.73％の平均 75.14％であった。1900(明治 33)年当
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男 女 男 女 男 女 男百人中 女百人中 男女百人中 





を抜粋した。表 2 によれば、就学率は男 98.09%、女 94.58%、全体 96.37%であったこと
















 就学 不就学 計 
年度 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男女 
大 6 6,052 5,662 117 318 6,169 5,980 1,024 1,004 7,193 6,984 98.10 94.68 96.41 
大 5 8,613 7,666 168 431 8,781 8,097 1,389 1,312 10,170 9,409 98.09 94.68 95.08 
大 3 8,096 7,314 241 556 8,337 7,870 1,253 1,262 9,590 9,132 97.11 92.94 95.45 
明 42  9,299 8,089 224 631 9,523 8,720 1,036 984 10,559 9,704 97.65 92.76 95.32 
明 37 6,895 6,079 217 804 7,112 6,883 1,041 1,028 8,153 7,911 96.95 88.32 92.70 
明 32 6,844 4,826 1,461 2,935 8,305 7,761 517 587 8,822 8,348 82.41 62.18 72.64 




 全国の就学率の年次それぞれの数字を参照しながら、表 3 と比較させながらまとめたの
が、以下の表 4 である。 
 
表 4 南多摩郡全国の就学率の比較 
就学率 全国男 南多摩男 全国女 南多摩女 全国 南多摩 
明治 32 85.1 82.4 59.0 62.2 72.8 72.6 
明治 37 97.2 97.0 91.5 88.3 94.4 92.7 
明治 42 98.9 97.7 97.3 92.7 98.1 95.3 
大正 3 98.8 97.1 97.7 92.9 98.3 95.5 
大正 5 99.0 98.1 98.2 94.7 98.6 95.1 
大正 6 99.1 98.1 98.4 94.7 98.7 96.4 
*データは%、『学生百年史』文部省、1972 年、p.321。より全国の就学率を、南多摩郡の就学率は、前表

















                                                   
第 1 部 第 1 章 注 
 








2 『北多摩郡誌』は象山社により 1983 年に、『東京府西多摩郡第一回郡勢一班』(復刻時タ
イトル『西多摩郡誌』は千秋社により 1993 年に、『南多摩郡誌』も千秋社に 1994 年にそ
れぞれ復刻されている。 










五日市は西多摩郡に位置し、西部は山地に接する地域である。1889 年 4 月 1 日には神











































1874 年は民撰議院設立建白書が 1 月に提出されたほか、4 月には板垣退助らにより立志
社が設立されるなどまさに自由民権運動の出発点である時期である。終期については上記
の通り諸説あるが、クライマックスは憲法論議が非常に高まった明治 14 年の政変の起こ


























れる。18 歳から 58 歳までの青年、壮年、老年の混成となっており、主に例会での討論が
行なわれており、年齢による旧来のルールから解放され、平等な立場での議論であったよ
うである10。 







































































勧能学校に関しては、概要や状況がわかる記録が残されているが、その一つが 1884 年 3









































 さらに「会員名簿」の年齢構成をみると、自由民権運動のピークである 1939 年時点の
















｢町長 馬場勘左衛門 豪族 内山安兵衛、深沢権八ノ三氏ハ 深ク 天下ノ浪士ヲ

































                                                   




2 藤田秀雄『社会教育の歴史と課題』第 3 版、学苑社、1979 年、p.17。 
3 多摩百年史研究会編著『多摩百年のあゆみ』けやき出版、1993 年、pp.27-29。なお、学
習結社の数であるが、多摩を除いた神奈川では 73 社の数であった。 
4 前掲『三多摩自由民権史料集』、p.5。 
5 片桐芳雄『自由民権期教育史研究』東京大学出版会、1990 年、p.3 
6 色川大吉「総論 三多摩自由民権運動の意義」、前掲『三多摩自由民権史料集』、p.17。 











11 狛江市史編さん委員会編『狛江市史』狛江市、1985 年、pp.893-903。 





15 秋川市史編纂委員会編『秋川市史』秋川市、1983 年、p.1140。 
16 新井勝紘「民衆憲法の創造―五日市の民権運動と起草者たち 解説」、前掲『三多摩自由
民権史料集』、p.161。 
17 江井秀雄『多摩近現代の軌跡―地域史研究の実践―』けやき出版、1995 年、p.99。 
18 新井勝紘「民衆憲法の創造―五日市の民権運動と起草者たち 解説」、前掲『三多摩自由
民権史料集』、p.167。 









 明治十七年三月 日(ﾏﾏ)」 

















 第一条 本会ハ名ヲ学芸講談会ト云フ 
 第二条 本会ハ万般ノ学芸上ニ就テ講談演説或ハ討論シ、 
     以テ各自ノ智識ヲ交換シ気力ヲ興奮センコトヲ要ス 
35 
 
                                                                                                                                                     
 第三条 本会ハ日本現今ノ政事法律ニ関スル事項ヲ講談論議セズ 
 第四条 本会ハ時時他ヨリ高尚ノ人物ヲ聘シ講談演説ヲナサシム 
 第五条 会員ハ各自智識ノ進歩ヲ計ラン為メ、本会ニ備へ置ク書籍ヲ閲読スルヲ得 
 第六条 会員タルモノハ品行ヲ方正ニシ、世ノ信ニ背カザランコトヲ要ス 
 第七条 本会ハ当分ノ内五日市町ニ本組ヲ設ケ、各地ニ支部ヲ置ク  
     但シ地方ノ名称ニ従フ 
 第八条 本会ノ主義ヲ拡張センタメ、時トシテ遊説委員ヲ各地ニ派遣スルコトアルベシ 




 2 貴族可廃乎否 
 3 贅沢品ニ重税ヲ賦課スルノ利害 
 4 増租ノ利害 
 5 女戸主ニ政権ヲ与フルノ利害 
 6 下院ノ弾劾セル奸吏ハ何処ニ於テ判決ス可キヤ 
 7 国会ハ二院ヲ要スルヤ 
 8 憲法改正ニハ特別委員ヲ要スルノ可否 
 9 議員ノ選挙ハ税額ト人口ト何レニ由ルベキヤ 
 10 女帝ヲ立ツルノ可否 
 (後略) 
26「学芸講談会会員表」、前掲『三多摩自由民権史料集』、pp.162-163。新井勝紘によれば、
学芸講談会は明治 12 年頃にはじまったとしている(同書 p.159)。年齢層全体をみると、60
代 1 名、40 代 5 名、30 代 2 名、20 代 15 名、10 代 5 名、不明 11 名であった。 



















































































































































































































































































































































                                                   




民館＞、全国公民館連合会、2006 年 3 月。 
2 色川大吉、江井秀雄、新井勝紘『民衆憲法の創造』評論社、1983 年、pp.84-92。 
3 五日市町史編さん委員会編『五日市町史』五日市町、1976 年、p.719。 










由民権史料集 上巻』大和書房、1979 年、p.167。 
14 前掲『五日市町史』、p.720。 
15 前掲「民衆憲法の創造―五日市の民権運動と起草者たち」、p.167。 
16 色川大吉『新編 明治精神史』 筑摩書房、1995 年、p.238。なお、土屋勘兵衛･常七は、
老年の在地名望家グループに属するメンバー。内山安兵衛は深沢権八と同じく若手グルー
プに属するメンバーである。(秋川市史編纂委員会編『秋川市史』秋川市、1983 年、p.1140)。 
17 前掲『新編 明治精神史』、p.238。 
18 色川大吉『明治の文化』岩波書店、1970 年、p.113。 
19 ｢学芸講談会盟約｣、色川大吉編『三多摩自由民権史料集』大和書房、1979 年、p.194。 
20 ｢五日市憲法草案の碑｣記念誌編集委員会編『「五日市憲法草案の碑」建碑誌』五日市町
役場、1980 年、p.30。30 代も 11.1％おり、10 代～30 代で 8 割ほどを占めている。 
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21 同前、p.46。 
22 色川大吉「個人・地域・民族の歴史」『社会教育会館資料 No.4 昭和四十四年度講演集 
多摩の近代史―底辺の視座から―』東京都立川社会教育会館、発行年不詳、p.28。学芸講
談会には大分、宮城、岩手、函館からも参加している。 
23 江井秀雄『多摩近現代の軌跡―地域史研究の実践―』けやき出版、1995 年、p.101。 

















39 色川大吉『民衆史―その 100 年』講談社学術文庫、1991 年、p.231。 
40 前掲『新編 明治精神史』、p.232。 
41 深沢権八「漢詩 悼千葉卓三郎」、前掲『三多摩自由民権史料集』、p.295。 








































































と、1905 年から週刊多摩新聞が発行された 1909 年まで 5 年間の新聞紙及び雑誌の年末数
について、1775 点から 2768 点にまで大幅に増加している状況がみえる8。 






方新聞的性格を持つ雑誌の一つに「武蔵野叢誌」がある。明治中期の 1883 年 10 月～1884
年 11 月に北多摩郡府中において発行されていた本誌は、「勧懲ノ雑報公益ノ論説等ヲ輯メ
10」られた総合雑誌である。本誌は新聞の形態をとってはいなかったものの、地域の新聞




























村 400/523 戸(76%)であり、隣の調布町で 250/616 戸(41%)を数えるのとは様相を異にする
15。週刊多摩新聞では地域情報の中に、養蚕に関する情報が多く取り扱われていることに
はこうした背景が影響しているものと考えられる。 
 週刊多摩新聞が発行されていた 1909 年～1910 年は、武蔵電気軌道株式会社が京王電気
















週刊多摩新聞の価格は、各号によって若干の上下はあるが、ほぼ 2.5 銭～3 銭前後であ
52 
 
った。1909 年当時の物価と比べると、米一升 17 銭(1909 年)、銭湯 2～3 銭(1909 年)・3
銭(1910 年)となっていることから17、本紙の価格は銭湯の入浴料とほぼ等しかったと推測
される。当時の大新聞の価格は、東京朝日新聞で 1 枚 2 銭(一ヶ月 37 銭)、読売新聞は 1
































 週刊多摩新聞の広告料は第 1 号で「21 字詰め 1 行 30 銭」、第 2 号以降からは「21 字詰
め 1 行 20 銭」、第 15 号からは「19 字詰め 1 行 20 銭」となっている。当時の他の東京に
所在を構える 21 紙の同時期の行数・広告料を平均すると、一行 17.75 字・54.25 銭である





表 5 新聞広告行数比較 
新聞名 週刊多摩 東京毎日 報知 東京日々 読売 中外商業 東京朝日 
売薬 100 10,233  12,799  6,350  3,008  3,244  10,350  
化粧品 34 3,733  7,941  3,652  7,672  2,175  8,444  
書籍 - 4,104  7,834  3,547  7,011  2,503  9,864  
呉服 48  772  1,331  888  655  729  884  
会社 187 1,328  1,812  1,974  1,006  4,571  1,837  
決算 - 1,182  1,400  1,026  1,257  3,318  913  
官庁 - 4,778  796  494  428  799  1,032  
登記 - 830  - - - 3,354  - 
学校 - 56  388  146  98  19  458  
病院 134 1,346  4,235  1,859  3,331  845  2,383  
雑品 542 4,529  7,423  2,092  3,214  2,169  5,487  
出版 - 1,475  120  4,659  - 4,947  2,470  
雑件 286 1,082  4,607  2,431  1,414  2,903  4,212  
計 1,331  35,448  50,686  29,118  29,094  31,576  48,334  
 
(1909 年 6 月『新聞総覧』日本電報通信社編纂発行、1910 年、pp.100-134)、「週刊多摩新
聞」より作成) 
 
 表 5 新聞広告行数比較は、『新聞総覧』(日本電報通信社編纂発行、1910 年)より、1909




















 広告依頼主の地域からも、読者の所在地域の広がりを検証したい。図 1 週刊多摩新聞
第 10 号(1909 年 6 月 10 日)広告主地域分布は週刊多摩新聞第 10 号より、事務所所在地で
あった神代村佐須及び、広告主(委託販売物については取扱所)の場所を地図に示したもの








































摩百面相」と名前が変わり拡大された 1909年 7月 30日の第 15号と同日の東京朝日新聞、
読売新聞においても投書欄が縮小されている。さらに、東京朝日新聞では投書欄は設けら
れておらず、読売新聞でも投書欄の 7 本掲載にとどまっていた25。それに対し、週刊多摩
































ことができる。第 13 号(1909 年 7 月 12 日)では 20 行だが、次第に増加をみせ、最も多い






生)」(1909 年 9 月 30 日第 21 号)や、「多摩新聞が出た為下民は大悦び助かります(大賛成
家)」(同 21 号)などをみることができる。 
他にも「富澤仙士と谷田部氏との水力電気論面白い双方反対の理由が十分ある(砂川の住
人)」(1909 年 8 月 30 日第 18 号)といった意見がある。この水力電気論に関する投稿は、
1909 年 8 月 20 日の第 17 号(富澤仙士「現時の水力電気事業」)の東京市の電力事業に関す




























るといえる。例えば、「府中の魚元は料理が好くて廉い」(1909 年 8 月 20 日第 17 号)や、













































                                                   
第１部 第４章 注 
 
1 門奈直樹『民衆ジャーナリズムの歴史』講談社学術文庫、2001 年、p.20。 
2 土屋礼子「メディア史研究の動向―明治大正期―」、メディア史研究会編＜メディア史研
究＞(4)、ゆまに書房、1996 年 5 月、p.152。 




集、調布市、1997 年、 p.508)などの言及がある。 
5 前掲『調布市史』下巻、p.508。 
6 山田公平「創設期の名古屋新聞―近代地方新聞史研究―」、＜メディア史研究＞(1)、ゆま
に書房、1994 年 3 月、p.75。 
7 小野秀雄『日本新聞発達史』大阪毎日新聞社,、1922 年、p.357。 
8 内務大臣官房文書課『大日本帝国内務省第二十六回報告』、1912 年 7 月、p.249。 
9 「多摩の印刷史」刊行会編『多摩の印刷史』東京都印刷工業組合三多摩支部、1985 年、
p.223。 
10 ＜武蔵野叢誌＞第 1 号、武蔵野叢誌社、1883 年、p.1。 
11 神城生「武蔵野叢誌発刊に就き所感」、『週刊多摩新聞』第三号、1909 年 4 月 1 日。 
12 遠藤吉次「解説」(府中市立郷土館編『武蔵野叢誌(下)』府中市教育委員会、1978 年。
1884 年 5～11 月に成文舎から発行されたものを復刻)、p.388。 




15 『調布読本―近代調布の歩み』改訂二版、調布市郷土博物館編集発行、1999 年、p.2。 
16 『調布市史』下巻、調布市誌編集委員会編、1997 年、調布市、pp.443-449。 
17 岩崎爾郎『物価の世相 100 年』読売新聞社、1982 年。 
18 多摩新聞会計部「社告」、『週刊多摩新聞』第 21 号、1909 年 9 月 30 日。 
19 『新聞総覧』明治 43 年版、本電報通信社編纂発行、1910 年、p.518。 
20 同前、pp.1-4。 
21 「三多摩郡及附近美人投票募集」、『週刊多摩新聞』第 10 号、1909 年 6 月 10 日。 
22 山本武利『近代日本の新聞読者層』法政大学出版局、1981 年、p.364。 
23 『週刊多摩新聞』第 36 号まで発行された本紙の 10 号ごとの内容構成の変遷は次の通り
である。 
・第 1 号(1909 年 3 月 10 日)の主な構成 
  ニュース、論説、短歌、コラム、投稿募集記事、雑報、社告 
・第 10 号(1909 年 6 月 10 日発行)の主な構成 
  コラム、名所探勝雑記、ニュース、雑報、文芸、美人投票募集 
・第 20 号(1909 年 9 月 20 日発行)の主な構成 
  コラム、告示、ニュース、文芸、雑報、投書欄、美人投票 
・第 31 号(1910 年 1 月 11 日発行)の主な構成(30 号は元旦の為形態が異なる) 
  コラム、ニュース、雑報、小説、投書欄、文芸 
24 前掲『近代日本の新聞読者層』、p.362。 
25 「朝日新聞」1909 年 7 月 30 日、「読売新聞」1909 年 7 月 30 日。 
26 前田耕造「入社の辞」、『週刊多摩新聞』第 22 号、1909 年 10 月 10 日。 











が出され(1918 年 12 月 24 日)、翌 1919 年には文部省官制の改正、1921 年 10 月には第 1
回社会教育主事協議会の開催などが行われ、社会教育に関わる行政制度の確立が進んでい














































集『コミュニティと社会教育』(1976 年)、年報第 22 集『地域の子どもと学校教育』(1978
年)などにおいて、地域やコミュニティに関する社会教育の研究が進められてきた。近年で







































































































































































野を歩む軽き心に久しくも  忘れゐし歌を歌ひるしかな 
鉛のごとにふめる心抱きつヽ 夜更の道を一人歩むも 
 












































  淀川に対して手を挙げる事は出来なかつた 教師はよく淀川を保護して居る 
  我々の出す授業料は一円なり 初公淀川の出すのは一円五拾銭なり 五拾銭の差 
  嗚呼！！！ 金の力！！！ 金の力！！！ 

































































































ける文芸誌で、ここでも芦川正吉の名前が回覧者欄にある35。1925 年 7 月発行の 7 月上旬
号をみると、小説、短歌によって構成されている。 



































                                                   
第２部 第１章 注 
 
1 文部省『学制百年史』、1981 年 15 版発行、pp.526-528。 
2 北田耕也「地域と社会教育―三地域・比較研究の試み」、北田耕也、草野滋之、畑潤、山
崎功編著『地域と社会教育―伝統と創造』学文社、1998 年、p.2。 




                                                                                                                                                   
文館、1994 年、p.76。 
5  松本三喜夫「府中青年団史」、府中市教育委員会編『府中青年団のあゆみ 別冊』府中
市、1993 年、p.19。 
6 椚国男「八王子における大正デモクラシー文化」、＜多摩のあゆみ＞第 41 号、多摩中央
信用金庫、1985 年、p.121。 
7 松井翠次郎著作刊行会編『松井翠次郎遺稿集』松井メイ子(出版)、1990 年。 








おこの調査は 1912 年調査によるデータである。 



















 和歌  せヽらぎ サミダレ 
 俳句  せヽらぎ ワカバ 
 冠句  ザワサワト 
 口語詩 随意 











                                                                                                                                                   
20 前掲＜せヽらぎ＞予告号、p.11。 
















24 ＜谷戸川＞5 月号、1923 年 5 月。目次及び補足は以下のとおりである。 
＜谷戸川＞第 5 号「目次」 
 松原先生の講演       永田筆記 
 青年團組織の改造      高橋豊治 
 批評を受けて感想      高橋梨花 
 批評について        富永置三 
 投げたる石         瑤濱 
 病床            梨花 
 涅槃            瑤濱 
 竹笛(英訳)         重寛 
 初夏            豊治 
 渡部さんからの手紙 
 短歌            桃雨 
 麦畑            たけし 
 童謡            桃雨 
 短歌            瑤濱 
 瞳             桃葉 
 椿の花輪(童謡)       同 
 お池の金魚(同)       同 
 豆(童謡)          たけし 
 苺(同)           同 
 祝賀句集          諏訪會 
 こん度も原稿が多すぎて載せきれませんから、あとは次号へ送ります。次号は八月十五
日締切。 













   一、第一種。青年團。満十七才より二十二才 












































                                                                                                                                                   

















































                                                                                                                                                   
(大正八年五月作) 
29 富永置三‘A Bamboo flute’(「竹笛」)、前掲＜谷戸川＞5 月号。内容は以下のとおりであ
る。 
A Bamboo flute 
 It was on the 13th of April. I was working with a plasterer behind my house. It blew 
violently and bitterly cold, though buds of mulberry and other trees began to burst. I 
saw three men scattering fallen leaves with kumade in the mulberry farm of Mr. 
Tominaga. Keeping some distance with one another, they were moving, kumade with 
eagerness. They was indeed glormy cold day. But we could dimlly see the Sun, as cloud 
was comparatively thin. All of them coverd their heads with old dirty handkerchiefs 
and worked as hard that they did not converse with one another. At close attention, I 
found one of them was Mr. Takeji. Long days of Spring make seemed not to be 
exceptional He hit whom a plan to while away his tiane and smiled. Setting his life to 
the toh hole of his kumade,he began to blow. He blew again and again. Shrill sounds 
were heard through the valley. He continued with smiles, till the other man,setting 
kumades asaide, began to listen. I also could not but smile. It was a seene of whith a 
hoot might have continued short. I hope I do not forget the seen. 
Translate by O.tominaga 
(Nagatasan no tanbun wo eigo ni yakushite shimaimashita) 
30 田尻清子「稲城の文芸運動」『聞き書きによる農民とくらし』1982 年、稲城市第二公民
館近代史研究会発行、p.36。 
31 「大丸同窓会誌目次」＜大丸同窓会誌＞三月号、1925 年 3 月。目次は以下のとおりで
ある。     「大丸同窓会誌目次」 
  書              典名 子 
  書              大久保繁浩 
  野の乙女           仝 ふで 
  雪をけたてヽ         仝 武浩 
  春              石井長太郎 
  童謡             梅澤武浩 
  書              大久保良一 
  短歌             仝 隆重 
  偶感             仝 操一 
  笑話             仝 武喜 
  現實に生きる女性       たんぼ 千鳥 
  書              梅澤 一男 
  童謡             仝 武 
  話              高野 政浩 
  初春の一日          大久保操一 
  家庭訓話           仝 秋 
  ものはづけ          春 氣生 
  話              長瀬福造 
  俳句             大久保繁浩 
  冬の夜            若林 マサ 
  短歌三題           須恵 淸一 
  各國の工業          田口 孝一 
  私の言葉           無名 草 
  優しい集ひ          大久保ふで 
  結婚鞄            大久保隆重 
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  画              齋 月 
  雪の朝            若林イチ 
  四季に咲く花のもつ心     たんぼ 千鳥 
  春の一日           大久保 フヂ 
  新年             吉野 フヨ 
  僕は早く大きくなりたい    仝 伊太郎 
  見舞の文           芦川 敏夫 
  想浅春            千 鳥 
  画              齋 月 
  俳句             大河原 孝 
  水戸黄門記          長瀬 シマ 
以上 
32 「ヒセウラン」＜大丸同窓会誌＞第 2 号、1924 年 4 月。 
33 清一「感想」＜大丸同窓会誌＞第 2 号、同前。 
34 廻覧順＜大丸同窓会誌＞3 月号、1925 年 3 月。 



































































































































立志学校の就学率は 1882年 59.3%、1883年 60.4%となっていた18。1882年の全国の就学率
















































































































































た小林孝雄の研究によれば、同窓生 732 名のうち、稲城出身者は 183 名(全体の約 25.3%)
である。地域ごとにみると、三多摩の出身者は 534 名(全体の約 73.0%)、三多摩以外の近






























とができる。例えば 1874年生まれの同郷東長沼の森円蔵にあてた 1890年 3月の書簡では
「貴兄者近頃奚疑へ御通学被也候哉伺上候、并せて奚疑之近況を御報知被下度候50」と、

































あり、窪没後の 1916年 3月 16日には、窪邸にて「窪素堂先生銅像除幕式兼第十一回同窓
恩知会」が開催されている。「記念品寄附金及ヒ人名」によれば、掲載されている人物名は
延べで 528 名、寄附金額にして 512 名分集まっている57。ここからは、同窓恩知会への出
席人数を知ることはできないが、少なくとも多くの人数がこうした趣旨に賛同しているこ
と、窪全亮が没した後も同窓会組織の活動があったことを伺える。窪全亮及び奚疑塾に関







































                                                   
第２部 第２章 注 
 
1 松田武雄『近代日本社会教育の成立』九州大学出版会、2004 年、p.142。 
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城市教育委員会、1999 年 3 月、渡辺賢二「戦後初期の青年たち」、＜稲城市教育委員会編









5 多田仁一『在村文化と近代学校教育―多摩地域等の事例から―』文芸社、2001 年。 
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10『東京府統計書』東京府、1893-1908 年。 
11 前掲『稲城市史』下、pp.755-756。 





14 松岡喬一『年表に見る八王子の近現代史』かたくら書店新書、2001 年、p.24。 
15 片桐芳雄『自由民権期教育史研究』東京大学出版会、1990 年、p.2。 
16 町田市教育委員会編集発行『町田市教育史』上巻、1988 年、p.88。 
17 「私立学校開申」1882 年 6 月。 
18 『稲城市史』下、稲城市、1991 年、p.168。 




21 文部省『日本教育史資料』三、1890 年、p.364。 
22 同前、p.365。 
23 「私立学校開申」1882 年 6 月。「奚疑学舎教則」「奚疑学舎校則」「小試業課程表」など
からなっている。「奚疑塾教課定則」は年月日が記載されていないが、奚疑塾の名称を名乗
っていることから、「私立学校開申」より後に作成されたと考えられる。 
24 窪全亮、河島新太郎、森素直「私立学校開申」1882 年 6 月。 
25 前掲「南多摩地域の中での戦後稲城の特徴」、p.76。 
26 前掲「私立学校開申」。 
27 『東京都教育史』通史編 1、1994 年、p.341。 




































1883 年 10 月、p.20、前掲『武蔵野叢誌』下。 
41 礒川豊一「素堂先生の文化遺産 碑と幟」、前掲『窪全亮先生と奚疑塾』、p.16。 
42 「奚疑塾同窓会員名簿一覧」1910 年、前掲『窪全亮先生と奚疑塾』、pp.70-86。 
43 同前。 






49 黒田尚寛氏の東京遊学については、前掲『稲城市史』下、pp.258-260 に詳しい。 
50 「勧業博覧会へ誘う黒田尚寛書簡(森円蔵宛)」1890 年 3 月、稲城市編集発行『稲城市史 
資料編』3 近現代 I、1997 年、p.458。 
51 「東都遊学中の近況及び奚疑塾同窓温知会につき黒田尚寛書簡(森円蔵宛)」1891 年 1
月、前掲『稲城市史 資料編』3 近現代 I、pp.459-462。 
52 『毎日新聞』、1888 年 3 月 23 日。 
53「一高在学中の近況及び奚疑塾同窓生につき黒田尚寛書簡(加藤梁吉宛)」1896 年 5 月、




57 「窪素道先生銅像除幕式兼第十一回同窓恩知会開催通知資料」1916 年 3 月 3 日、前掲
『窪全亮先生と奚疑塾』、p.107。 
58 「窪全亮先生頌徳碑建立趣意書及建立経過」、前掲『窪全亮先生と奚疑塾』、pp.126-143。 






























































































































































































表 6 三多摩の自治体史にみる奚疑塾同窓生の動向 





















文久元年 9 月 10 日生まれ 
八王子町会議員(明治 22 年 4～、明治 31 年
11 月～)、職業：質屋、呉服商 
明治 5 年 5 月 7 日生まれ 
八王子町会議員(明治 33 年 3 月～、明治 45
年 3 月～)、職業：織物製造業 
明治 6 年 2 月 17 日生まれ 
八王子市会議員(大正 6 年 11 月 2 日～大正
10 年 1 月 1 日) 
八王子町会議員(八日町)(大正 5 年 3 月～)、
市会議員(大正 6 年 11 月 2 日～) 
『八王子市議会史 
資 料 編 Ⅱ 』 (1988
年)、48 頁 
『八王子市議会史 
資 料 編 Ⅱ 』 (1988
年)、8～13 頁 
『八王子市議会史 





































多摩村長(昭和 23 年～昭和 31 年) 
『多摩市史 通史編
二 近 現 代 』 (1999
年)、318 頁 
『多摩市史 通史編
二 近 現 代 』 (1999
年)、455 頁 
『多摩市史 通史編
二 近 現 代 』 (1999






















多摩村収入役臨時代理(明治 36 年 11 月 18
日～37 年 3 月 10 日)、村会議員(大正 2 年
～大正 10 年) 
四 近 現 代 』 (1998
年)、318～409 頁 
『多摩市史 通史緇
二 近 現 代 』 (1999
年)、504 頁 
『多摩市史 通史編





























数)一級、明治 43 年 3 月(半数)一級 





33 年 7 月 14 日より営業開始、監査役、調
布町会議員(上布田ご明治 31 年 3 月(半数)
二級、明治 37 年 3 月(半数)二級、明治 43
年 3 月(半数)二級 
調布町会議員(飛田給)一明治 22 年 5 月(初
回)一級、明治 28 年 3 月(半数)一級 
『調布市史  下』
(1997 年)、333 頁 
 
『調布市史  下』








(1997 年)、333 頁 













日野町農会評議員(明治 41 年～大正 3 年) 
耕地整理組合組合長(明治 43 年 6 月 25 日) 
東村山市 東村山野口 小島証作 東村山村農区品評会委員(明治 24 年 10 月) 




あ き る 野
市 















































狛江村における多額納税者(明治 45 年 1 月
第 2 位、大正 11 年 6 月第 11 位) 
狛江村における多額納税者(明治 45  
年 1 月第 11 位、大正 11 年 6 月第 10 位 
狛江青年会幹事(大正 4 年) 
狛江村における多額納税者(明治 45 年 1 月

























































西府村助役(昭和 6年 7月 7日～昭和 7年 4
月 25 日) 
西府村村長(昭和 7 年 4 月 26 日～昭和 21
年 11 月 6 日) 
玉南電気鉄道監査役 
 
府中銀行支配人(明治 30 年か若干前) 
第 62 図『武蔵国三多摩郡公民必携名家』(国
立国会図書館蔵)に掲載されて 
いる。明治 2 年 12 月生まれ、蚕種製造業、
府中銀行支配人 
株式会社第七十八銀行清算人 
府中町議明治 39 年～昭和 3 年 6 月 29 日 
競馬場招致委員 
競馬場招致常任委員 
競馬場用地買収費貸付(7 名で 60、900 円、
昭和 5 年 4 月 9 日) 
府中町議員昭和 11 年 6 月 30 日～昭和 22


































停車場地区実行委員(昭和 4 年 3 月) 
国分寺村助役(大正 8 年 9 月 8 日～大正 8
年 21 月 10 日) 
国分寺村村長(大正 8 年 21 月 10 日～大正























































瑞穂町 箱根ヶ崎村 会田寛一郎 瑞穂町議会議長(昭和 22 年 5 月～昭和 26
年 4 月) 









明治 22 年 3 月から明治 24 年 12 月まで奚































































































































































                                                   
第２部 第３章 注 
 
1 「学制」第十四章、1872 年。 
2 「学制」第四十三章、1872 年。 
3 小久保明浩『塾の水脈』武蔵野美術大学出版局、2004 年。 
4 池田雅則「近代日本における私塾を問う視点」、＜東京大学大学院教育学研究科紀要＞第







8 窪全亮、河島新太郎、森素直「私立学校開申」1882 年 6 月。 
9 同前。 
10 『窪全亮先生と奚疑塾』窪全亮先生頌徳碑建立委員会、p.123。 
11 『稲城市史 通史編下巻』稲城市、1991 年、pp.173-175。 
12 「奚疑学舎教則」、前掲「私立学校開申」、1882 年 6 月。 
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16 「奚疑塾同窓会員名簿一覧」1910 年。 
17 「毎日新聞」、1888 年 3 月 23 日。 





21 「一高在学中の近況及び奚疑塾同窓生につき黒田尚寛書簡(加藤梁吉宛」1896 年 5 月、
「親類会議及び病院勤務状況につき黒田尚寛書簡(鈴木和重郎宛)」1905 年 6 月など。 





第 1267 号、1875 年 2 月)や謝恩碑（「白井錠次郎謝恩碑除幕式祝辞」1923 年 4 月）など、
地域で高く評価されている。 





27 「明治 43 年発行『奚疑塾同窓会員名簿』から見た塾生の分布状況」、前掲「奚疑塾と窪
全亮」、p.48。 




ームページ、2013 年 12 月 23 日閲覧)。 
30 原島善之助『産馬大鑑』裳華房、1907 年、例言。 
31 『窪全亮先生と奚疑塾』窪全亮先生頌徳碑建立委員会、p.34。 



















































































































































































 第一項 学科ヲ分テ六等トス 















































 奚疑塾において発見された全ての錦絵の年代を外観してみると、おおよそ 1877(明治 10)




ってからのものである(窪が奚疑塾を設立したのは 1880(明治 13)年である)。 
 この錦絵は窪全亮によって収集されるものと考えられるが、本章では、奚疑塾の錦絵を
みるにあたり、どのようなものが集められていたのか、その主題(絵のジャンル)ごとに分




表 7 奚疑塾所蔵錦絵主題別分類集計 
分類 点数 割合 
歴史 42 29.6% 
歌舞伎 31 21.8% 
風俗(美人画以外) 20 14.1% 
美人 10 7.0% 
戦争関係 10 7.0% 
ニュース 9 6.3% 
皇室関係 9 6.3% 
政治 6 4.2% 
相撲 5 3.5% 
計 142  
「奚疑塾と窪全亮 稲城市教育委員会文化財調査報告書第 23 集」より集計。 
 
 奚疑塾の錦絵における主題の件数をみると、それぞれ、「歴史 42 点、歌舞伎 31 点、風








































国立歴史民俗博物館データベース19から明治期(1868 年-1911 年)のものを抽出し(815 件、








奚疑塾の錦絵の主題割合をみると、歴史 29.6％、歌舞伎 21.8％、美人 7.0％、戦争 7.0％、
ニュース 6.3％、政治 4.2％、相撲 3.5％となっていた。最も多数のものは歴史を主題とし
たものであり、全体の３割ほどとなっている。 
 
表 8 奚疑塾及び国立歴史民俗博物館所蔵の明治期錦絵の主題比較 
奚疑塾 
分類 点数 割合 
歴史 42 29.6% 
歌舞伎 31 21.8% 
風俗(美人画以外) 20 14.1% 
美人 10 7.0% 
戦争関係 10 7.0% 
ニュース 9 6.3% 
皇室関係 9 6.3% 
政治 6 4.2% 





分類 点数 割合 
歴史 72 8.8% 
美人画 208 25.5% 
人物 2 0.2% 
戯画 54 6.6% 
教育・啓蒙 8 1.0% 
名所絵 215 26.4% 
役者絵 80 9.8% 
時局 45 5.5% 
戦争 45 5.5% 
相撲 1 0.1% 
武者 73 9.0% 
左表は「奚疑塾と窪全亮 稲城市教育委員会文化財調査報告書第 23 集」（前掲）より、右表は
国立歴史民俗博物館、「錦絵データベースの検索」， 
(http://www.rekihaku.ac.jp/up-cgi/login.p1?p=param/nisikie/db_param)により集計（2012 年１
月 29 日閲覧）。全 815 点中の割合を示している。複数のカテゴリに重複しているものは別カウン
トになっており、また、主要のカテゴリを抜粋しているため母数とは一致しない。 
 







































○第六等 読物 四書及国史略一、二ヲ授ク 
○第五等 読物 国史略三、四、五及五経ヲ授ク 
123 
 
○第四等 読物 十八史略及日本外史ヲ授ク 
○第三等 読物 文章軌範及左氏伝元明史略 以日本正記換元明史略 
○第二等 読物 八大家文及綱鑑易知録半部 








表 9 は、歴史が主題になっている奚疑塾の錦絵 142 点のうち 42 点、さらに歌舞伎を主
題とした錦絵のうち歴史を描いた 10 点をリスト化したものである。 
 
表 9 奚疑塾所蔵歴史関連錦絵一覧 
番
号 
表題 日付 作者 画工 版元 分類 時代 
35 朝鮮征伐人評定
図 














  幾三郎 樋口銀太郎 歴史 源平 






楊州周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 江戸 
40 日本外史之内楠
木正成 
明治 12 年 方円舎精親
筆 





明治 14 年 大蘇芳年画 月岡米次
郎 
森本順三郎 歴史 源平 
42 吉野山忠信偽乗
図 




森本順三郎 歴史 源平 
43 吉野山忠信偽乗
図 




森本順三郎 歴史 源平 
























47 新撰太閤記 明治 16 年８月
４日 
豊宣画   武川清吉 歴史 安土桃
山 






49 芳年武者無 類 
弾正少弼上杉謙
信入道輝虎 




小林鉄次郎 歴史 戦国 
50 芳年武者無 類 
山中鹿之助幸盛 












小林鉄次郎 歴史 戦国 
52 芳年武者無 類 明治 16 年 12 月 大蘇芳年筆 月岡米次 小林鉄次郎 歴史 鎌倉 
125 
 
畠山庄司重忠 ７日 郎 








  橋本直義 綱島亀吉 歴史 源平 
55 南北太平記之内 明治 17 年 11 月 口蝶豊宸筆 歌川金太
郎 







小林鉄治郎 歴史 源平 
57 源平盛衰記 一 明治 18 年７月
２日 
楊洲周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 (源
平) 
源平 
58 源平盛衰記 二 明治 18 年７月
２日 
楊洲周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 (源
平) 
源平 
59 源平盛衰記 三 明治 18 年７月
２日 
楊洲周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 (源
平) 
源平 
60 源平盛衰記 四 明治 18 年７月
２日 
楊州周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 (源
平) 
源平 
61 源平盛衰記 五 明治 18 年７月
２日 
揚州周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 (源
平) 
源平 
62 源平盛衰記 七 明治 18 年７月
２日 
楊州周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 (源
平) 
源平 
63 源平盛衰記 八 明治 18 年７月
２日 
楊州周延筆 橋本直義 綱島亀吉 歴史 (源
平) 
源平 
64 源平盛衰記 十 明治 18 年７月
２日 










































明治 18 年 11 月 応斉年方筆 野中条二
郎 
三宅半四郎 歴史 神話 
71 芳年武者無 類 
平忠盛 




小林鉄次郎 歴史 源平 





73 大日本名将 鑑 
平相国清盛 
    月岡米二
郎芳年 
熊谷庄七 歴史 源平 




  歴史 戦国 
75 歴史画   国綱画   両国人平板 歴史 不明 
76 伊予守源義経         歴史 源平 
117 川中島之場 明治 10 年 豊原国周筆 荒川八十
八 
神山清七 歌舞伎 戦国 
119 歌舞伎画 明治 13 年３月
13 日 
梅堂国政筆 竹内栄久 辻岡文助 歌舞伎 平安 




神山清七 歌舞伎 戦国 
125 (川中島) 明治 15 年４月 楊洲周延筆 橋本直義 山村鉱治郎 歌舞伎 戦国 
126 (川中島) 明治 15 年 揚州周延 橋本直義 林吉蔵 歌舞伎 戦国 





明治 18 年２月 楊州周延筆 橋本直義 福田熊次郎 歌舞伎 源平 
136 見立七賢人 明治 19 年１月 豊原国周筆 荒井八十
八 
小林鉄次郎 歌舞伎 戦国 






146 歌舞伎画         歌舞伎 源平 
・上記の錦絵は全て窪貞亮家資料（所在地：稲城市東長沼） 




 表 9 の錦絵を描かれている時代別に区分し整理すると、主に次の五つに分類することが
できる。 
   ①源平合戦 24 点(うち歌舞伎 2 点含む) 
   ②戦国時代 10 点(うち歌舞伎 6 点含む) 
   ③安土桃山時代 8 点(うち歌舞伎 1 点含む) 
   ④年代をまたがる錦絵 (江戸時代の歴代将軍 1 点、平安～戦国の武士 1 点、歴代天
皇 1 点) 
   ⑤その他(平安歌人 1 点(歌舞伎 1 点)、鎌倉 1 点、南北朝 2 点、神話 1 点、不明 2 点) 
  
 「源平盛衰記」13 点を含む源平合戦に関する錦絵（①）は 24 点もあり、点数の多さが
目立っている。その内容は図 4 「源平盛衰記七」、楊州周延筆、橋本直義画工、明治 18







   
図 4 「源平盛衰記七」、楊州周延筆、橋本直義画工、明治 18 年 7 月 2 日 
図 5 「大日本名将鑑 平相国清盛」年作者不明、月岡米二郎 芳年画工 













「将軍 徳川家累代録 上巻(明治 12 年 6 月 12 日、楊州周延筆作、橋本直義画工)」、「拝


















表 10 奚疑塾所蔵時局等主題の錦絵一覧 
番
号 
表題 日付 作者 画工 版元 分類 
































25 日 郎 
83 上野公園気球技芸双
六 






























明治 10 年 10












明治 11 年 雄斉国利筆 山村清助 井上茂兵
衛 
皇室関係 









蜂須賀国明 蜂須賀国明 山本与市 皇室関係 
153 上野不忍大競馬之図 明治 18 年４月 □一□治□ 瀬尾文二郎 
彫工藤 
石島八重 皇室関係 













162 観兵式御幸図 明治 20 年１月 石斉国保画 瀬尾文二郎 石島八□ 政治関係 






















・本表は「奚疑塾と窪全亮 稲城市教育委員会文化財調査報告書第 23 集」pp.94-104 のうち、時局等を
主題にした一部を抜粋して作成した。番号は出典資料の資料番号に依る。 
 




草金龍山境内従隅田川遠景図」(明治 14 年 6 月 23 日、梅寿国利作、画工兼版元小児弥七)
などが該当するが、いずれも東京の様子がわかるものであり、稲城で学びながら東京中心
部の様子を知ることができるものである。皇室関係に分類されている「上野不忍共同競馬




   
図 6 「(上野公園)」(明治 14 年 1 月、梅寿国利幸作、山村清□画工) 
図 7 東京府下名所尽 (新橋ステーション)」(年月日、作、画工不明) 






























































                                                   





習課編『奚疑塾と窪全亮 稲城市教育委員会文化財調査報告書第 23 集』稲城市教育委員
会、2010 年 3 月。にまとめられている。 
3 浅野秀剛『錦絵を読む』山川出版社、2002 年、pp.3-6。 
4 山口桂三郎『浮世絵の歴史』三一書房、1995 年、p.235。 
5 高橋克彦『新聞錦絵の世界』角川書店、1992 年、p.32。 
6 開催期間：2009 年 2 月 24 日(火)～5 月 6 日(水)。於：国立歴史民俗博物館。国立歴史民
俗博物館編集『企画展示 錦絵はいかにつくられたか』(財)歴史民俗博物館振興会、2009
年 2 月。 




10 本田康雄「報知から雑報へ : 明治初期の新聞記事」、＜学校法人佐藤栄学園埼玉短期大





用絵図の位置づけをめぐって―」、＜生涯学習・社会教育研究＞第 31 号、2006 年。 
14 古屋貴子「明治初期における視覚教育メディア政策の思想的背景に関する考察」、＜東
京大学大学院教育学研究科紀要＞46、2007 年、p.319。 




                                                                                                                                                     
17 清水九一「国史略問答筆記」(ノート)、(清水義夫家史料)。 
18 前掲「奚疑塾と窪全亮 稲城市教育委員会文化財調査報告書第 23 集」(p.55)における点
数の分類では、風俗が 30 点となっているが、ここでは比較対象の必要から、風俗のうち、
美人画に関するもの 10 点を別の分類にし、「風俗 20 点、美人画 10 点」とさらに細かい分
類を施した。 
19 国立歴史民俗博物館、「錦絵データベースの検索」。(2013 年 12 月 23 日閲覧) 
http://www.rekihaku.ac.jp/up-cgi/login.pl?p=param/nisikie/db_param 
20 「奚疑学舎教則」1882 年。 
21 同前。 
22 「奚疑塾教課定則」、年不明。 
23 「教則」、「奚疑学舎教則」1882 年。 

















































のうち社会教化活動の強化に関しては 1921 年代以降、特に 1929 年教化総動員運動の開始
により既に推進されており、その流れを汲むものである。行政の面では 1937 年 8 月 24 日
には「国民精神総動員実施要綱」が閣議決定され、文部省社会教育局に事務局が置かれた。
さらに 1940 年 7 月に文部省主催で長野県菅平において全国社会教育主事を中心とする常













































しなかったが、その後 1938 年 7 月 15 日に教育審議会による「青年学校教育義務制実施に
関する件」の答申が行われる。答申には青年学校義務化の方針、内容の充実・将来の女子
に対する義務制の実施への努力要求が含まれており、義務化に向けて整備が開始される。

















いたようで、昭和 13 年には学校数が 17,743 校・生徒数 2,207,022 人であったのに対し、
学校数が最大になった昭和 17 年になると 21,272 校・2,710,986 人にまで増加していた。
しかしながら戦時下の困難な状況もあって完全なものではなく、小学校との併設、専任教






団連盟、帝国少年団協会の幹部の結果、1940(昭和 15)年 9 月以降に大日本青少年団の結成
















































主な出来事を日中戦争開始の 1937年 7月以降について以下に示す14。 
 1937(昭和 12)年 8 月 中島飛行機株式会社武蔵野製作所が操業開始(武蔵野町) 
 1938(昭和 13)年   東京陸軍航空学校が所沢から村山村(現武蔵村山市)に移転 
 1939(昭和 14)年 7月 砂川村(現立川市)に陸軍航空審査部飛行場が開設(後の横田基地) 
 1940(昭和 15)年   日立製作所中央研究所が国分寺町に開設 
 1941(昭和 16)年 4 月 調布飛行場完成 
 1943(昭和 18)年   富士電機豊田工場操業開始 
 1944(昭和 19)年   多摩川梨畠が強制伐採を命じられ十分の一に減少 

















 1937 年には 90名分の完全武装の整備、1939年には銃器庫・専用教員室が新設、1943 年
には専任校長が就任し実業補習学校、青年訓練所、小学校と並べて看板をかけられていた
前身とは異なり、独立した青年学校となった。青年学校青年数は 1935年には男 142 人・女













 1935(昭和 10)年 11 月に稲城村立青年学校となってからも、積極的に兵器などの装備の
充実を推し進め、1940(昭和 15 年)7月に東京商科大学(現一橋大学、国立市)グランドで開
催された府下青年学校大会においては、模範演技を披露し参列者の感嘆を誘ったとの記録







































競技、武道)550時、計 1440時。すなわち、教練に関する時数が全体の 550/1440 と 3分の
1を超える時数を占めている22。このことからも青年学校が大きく戦争に影響を受けたもの
であったことは推察できる。 











                                                   





3 『学制百年史 記述編』文部省、1972 年初版発行(1981 年第 15 版)、pp.609-620。第１
節は本書を参照し記述した。 
4同前、pp.609-610。 
5 「国民精神総動員実施要綱」昭和 12 年 8 月 24 日、閣議決定。 
6同前。 







14 多摩百年史研究会編著『多摩百年のあゆみ』けやき出版、1993 年、p.271。 
15 江井秀雄『多摩近現代の軌跡』けやき出版、1995 年、p,239。 




19 「百村青年団の記録 一九三三年〜四三年」昭和 12 年 8 月 30 日、稲城市『稲城市史 
資料編 4 近現代 II』稲城市、1995 年、p.248。 
20 同前、p.254。 
21 府中市教育委員会『府中市教育史 通史編 上』府中市教育委員会、2002 年、p.509。 
22 「私立府中芝浦青年学校学則変更認可申請」昭和 19 年 3 月 1 日、府中市教育委員会『府
中市教育史 資料編二』府中市教育委員会、1999 年、pp.344-350。 



















事務報告(昭和 21 年 2 月 28 日提出)における職業別戸数を確認すると農業地域稲城の性質
がはっきりとわかる。以下に引用する。 
 
表 11 1945 年度稲城における職業別個数 
種別 農林業 工業 商業 公務自由
業 
其ノ他 計 
戸数 593 16 13 93 955 1670 
稲城村「1945 年度事務報告1」による 
 






























































































































































































 具体的な会の活動を以下に示す (表 12)23。 
 
表 12 美を語る会の活動一覧 
 年 月日 場所 講師・内容 
第 1回 昭和 22年 2.2 大河原氏宅 講師 大賀一郎博士 




第 3回  5.4 妙覚寺 狩野元信の名画鑑賞 
第 4回  6.29 大河原氏宅 講師 小島善太郎画伯 日本古代美術の成
果を聞き、再び、狩野元信の名画鑑賞 
第 5回  9.14 大河原氏宅 講師 富本憲吉氏 
第 6回  9.14 常楽寺  
第 7回  11.2 妙見寺  
第 8回  2.11 大河原氏宅 講師 吉川英治氏・小島善太郎氏 一周年
記念会 
第 9回  8.29 常楽寺 講師 金原省吾氏、常楽寺の秘仏拝観 
 





















































































































































































































































































                                                   
第３部 第２章 注 
 
1 「一九四五年度事務報告」稲城村、1946 年 2 月 28 日提出(昭和 21 年第二回稲城村村会々
議録)、『稲城市史 資料編 4』稲城市、1995 年、p.300。 
2 稲城市編集発行『稲城市史』下巻、1991 年、p.608。 
3 前掲「一九四五年度事務報告」、p.298。 
4 小川正美「南多摩郡青年団体連絡協議会と稲城(平尾地区)の青年団」、『戦後三多摩におけ
る社会教育のあゆみ III』、東京都立多摩社会教育会館、1990 年。 
5 渡辺賢二「戦後初期の青年たち」、＜稲城市教育委員会編稲城市文化財研究紀要＞、第 6
号、稲城市教育委員会、2004 年 3 月。 
6 鐘ヶ江晴彦「地域学習社会の展開」、松原治郎編『地域の復権』学陽書房、1980 年、p.81。 
7  日本青年団協議会編『地域青年運動 50 年史—つながりの再生と創造—』日本青年団協
議会、2001 年、p.5。 
8 北河賢三『戦後の戦後の出発 文化運動・青年団・戦争未亡人』青木書店、2000 年や、
山嵜雅子『京都人文学園成立をめぐる戦中・戦後の文化運動』風間書房、2002 年参照のこ
と。 




社会教育のあゆみ I―その揺籃期を探る―』東京都立多摩社会教育会館、1988 年、p.4。 




    原則トシテ男子ハ滿十五才以上二十五才 
      女子ハ滿十五才以上二十五才迄ノ未婚者トス 
第三條 本団ハ団員相互ノ親睦ヲ図リ修養研鑽ニ努メ新日本建設ニ力ヲ発スヲ目的トス 
第四條 本団ハ前条ノ目的ヲ達スル為メ左ノ事業ヲ行フ 
      一、団員ノ修養、娯楽ニ関スル事業 
      二、生産増発ニ関スル事業 
      三、其ノ他前條ノ目的ヲ達スル事業 
13 「稲城青年団機構」、前掲＜稲城＞創刊号、pp.25-27。 
14 「本団事業予定」、前掲＜稲城＞創刊号、pp.27-28。 
 1947 年の事業予定は以下のものであると報告されている。 
 六月  薬品斡旋販売 厚生部 
 七月  ピンポン大会 体育部 
 八月  夏季大会 各部 
 〃   盆踊り 厚生部 
 九月  弁論大会 文化部 
 〃   農産物品講評会 産業部 
 十月  運動会 体育部 





























17 千木良文祐聞き取り、2004 年 7 月 26 日、於：常楽寺。千木良は 1927 年生まれで、1940
年代後半時期から青年団に参加している。 
















19 「産業部報」、前掲＜稲城＞第 8 号、pp.43-44。農産物品評会の内容をそれぞれ説明され
ている。 
第一回産業部主催 馬鈴薯及甘藷の苗床の講習会を常楽寺にて催し致しました。 
          日時 二月二四日 午後一時より四時まで 
          場所 長沼 常楽寺 
          議題 一、甘藷の苗床 
             二、馬鈴薯の種切について 
             三、蔬菜温床 
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          講師 松原茂樹氏 










     (以下略) 
20 沢久枝「『美を語る会』について」、＜稲城市史だより＞第 15 号、稲城市史編集委員会発
行、1986 年 11 月、p.5。 
21 沢久枝「『美を語る会』について」同前、p.7。 
22 大久保龍「美を語る会のうまれた由来」、＜美を語る＞〔1〕、美を語る会、1947 年 8 月。 
23 前掲「『美を語る会』について」、p.6。 
24 『稲城市史 資料編四 近現代Ⅱ』稲城市、1995 年、p.388。 
25 『稲城市史』下巻、稲城市、1991 年、p.571。 
26 同前。 
27 進藤孝雄聞きとりより。2001 年 9 月 19 日、於：進藤孝雄宅。 
28 2001 年 9 月 4 日、進藤宅で実施。聞き取り時 75 歳。 
29 2003 年 8 月 4 日勝山道子宅にて実施。 
30 勝山の自分史については勝山道子『私の社会教育史―自分史のひとこまとして―』(勝山
道子発行･編集協力書肆にしかわ、1998 年)に詳しく記されている。 
31 進藤孝雄聞き取り、2004 年 7 月 14 日実施、於：進藤孝雄宅。 
32 光永久夫氏聞き取り、2004 年 7 月 29 日実施、於：光永久夫宅。 
33 稲城赴任当時の光永の体験については光永久夫「連載 私の新任時代」、＜児童心理＞第
















































13,787、マイクロフィッシュ数 63,131、推定ページ数 610 万にものぼる史料が収められて
いる。さらに、同文庫所蔵の新聞コレクションでも 18,047タイトル、3,826 リール、推定
紙面 170 万ページ、推定記事数 2,600万を数えており、この史料群の大きさを伺える3。 
プランゲ文庫収載の資料は、メディア研究者で日本のプランゲ文庫研究の先駆者である
山本武利によれば、次のように説明されている。 





















































表 13 北河賢三による戦後地域文化運動下における出版状況分類一覧 
分類記号 分類名 点数 
ZK24 文芸誌(文芸一般、随筆) 879 
ZK26 俳句誌 497 
ZW05 読物誌(週刊読物誌、講談、推理小説、風俗)」 504 
ZK08 音楽・舞踊・演劇・映画 255 





ZG07 地方史・誌(地域総合誌) 463 
ZZ50 地域活動、自治体、公共機関、公民館 132 
ZZ51 青年団、青年会 637 
ZW07 青年誌 52 
ZZ65 芸術、芸能、スポーツ 156 
ZZ81 文化、教養、勉強会、読書会、同好会 187 
ZZ82 生活、趣味、仲介、親睦、ト占、その他 152 
ZZ20 社内報、部内資料、職場・職域雑誌、勤労 509 





















































































































































































































































なお、上記で挙げた部ごとの活動のうち絵画部に関しては、日展鑑賞会を 3月 10 日(第













































                                                   
第 3 部 第３章 注 
 
1 山本武利「占領期雑誌目録データベースの作成―プランゲ文庫の活用を目ざして」、20
世紀メディア研究所編＜Intelligence＞1 巻、20 世紀メディア研究所、2002 年 3 月、p.6。 
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タベース」、NPO 法人インテリジェンス研究所 2017 年 11 月 29 日閲覧。 
4 前掲「占領期雑誌目次データベースの作成―プランゲ文庫の活用を目ざして」、p.6。 
5 山本武利「占領下のメディア検閲とプランゲ文庫」、＜文学＞第 4 巻第 5 号、岩波書店、
2003 年 9 月、p.8。 
6「データベースの作成・雑誌(第一期) 」http://20thdb.jp/outline 2017 年 11 月 29 日閲
覧。ジャンル毎に主に以下の点数が収載されている。 
 雑誌ジャンル(タイトル数)―記事レコード数 





 書誌・図書館学(115)//一般誌(971)// 一般学術誌(19)//児童誌(508)―349,665 
 小冊子(2,000)―311,678 
 合 計  1,964,933 
















12 『地域青年運動 50 年史一つのつながりの再生と創造—』日本青年団協議会、2001 年、
pp.4-5。 








 詩 葦に歌ふ お便り 君を知りて プラットホーム 
 コント 
 各部の動き 総務部 文化部 体育部 社会部 
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 新常用外来語辞典 
 後記 
14 「第二分団の目的」、立川市曙町青年団第二分団文化部編＜団報＞2 巻 6 号、1948 年 4
月、p.1。□は判別不能の文字。 
15 「第二分団の目的」、前掲＜団報＞2 巻 6 号。以下の活動内容が示されている。 
①文化―A 団誌の発行(三ヶ月に一度)、B 分団ニュース(毎月一回発行)、C 新誌の回読、D
娯楽施設の完成、E その他 
 ②社会―A 町内街燈維持、B 少年の不良化防止、C―その他許す範囲に於て事業す 
 ③体育―A 野球チーム結成、B 卓球、C 季節に依る郊外ハイキング、D その他 
 ④総務―A 回覧板その他に依る凡ゆる部面の連絡、B 会計 
 ⑤本団聯団の事業に対しては許す範囲にて協力する。 
16 阿部芳雄「理想」、前掲＜団報＞2 巻 6 号。 
17 加藤嘉重「社會と靑年」、＜稲城＞第三号、稲城村青年団文化部、年月日不明(1947 年
11 月頃と推測される)、p.3。 
18 ＜郷土＞11 月号、第 16 巻、東京都神津青年団、1946 年 11 月。 
19 「各部乃紹介」、前掲＜団報＞2 巻 6 号。 
20 「新常用外来語辞典」、前掲＜団報＞2 巻 6 号。 

















  総務部 文藝部 演劇部 美術部 音楽部 生物部 物象部 野球部 卓球部 排球














                                                                                                                                                     
現在の水準を超えて一歩も進むことは出來ないのです。 
これは、私達物象班だけの問題でなく、文化向上を目指す者皆の問題だと思います。」 






































30 「編輯後記」、前掲＜多摩川＞1 巻 1 号、p.18。 


















      庶務會計  一名 
      會  誌  一名 
      演  劇  一名 
      講  演  一名 
      繪  畫  一名 
      地域連絡員 数名 
第六條 本會ハ會務運營ノタメ通常月一回(第一日曜)役員會ヲ開催シ、末月(第四日曜)實地
ノ事業ニツキ討議ス 
32 ＜多摩川＞4 月号、1946 年 4 月、p.29。 




























































































































































































 小林は「ふだん記」運動が現代社会にいたる新たな変化を先取りしていたことを 2 点に
整理して述べている。第１点には戦後リテラシーの変容をめぐる問いを示していると述べ
る。「ふだん記」は誰もが文章を書き出版をする運動だが、このように文章を書き、本を出






































































































































橋本義夫「八王子に於ける教育運動―薫心会の活動記録」、＜教育＞1939 年 10 月号、
岩波書店、1939 年 10 月。 
橋本義夫『橋本喜市のこと』地方文化資料 第 52 集、地方文化研究会、1961 年。 
橋本義夫『村の母-橋本春子のこと』八王子文化サロン、1966 年。 
橋本義夫『雲の碑 地方の人びと I』多摩文化研究会、1966 年。 
橋本義夫『雲の碑 地方の人びと II』多摩文化研究会、1966 年。 





橋本義夫『姉・「桶菊」』ふだん記新書 96、ふだん記全国グループ、1981 年。 
橋本義夫『未知は誘惑する : 古代・中世地方史研究法稿 : 砂漠に樹を―戦後地方文化







    






清水英雄編) 『砂漠に樹を 橋本義夫初期著作集』(揺籃社、1985 年)にまとめられている。
この初期著作集には、橋本の地元である八王子地方での教育運動や、戦中期の留置場生活、
詩集など、橋本の思想に迫る多くの著作が収められている。著作集は、橋本義夫の子、鋼
二によりまとめられた橋本義夫著作集第 2 集、橋本義夫(橋本鋼二編)『暴風雨の中で 橋
192 
 





のことを書いた橋本義夫『橋本喜市のこと』(地方文化資料 第 52 集、地方文化研究会、
1961 年)では橋本の原点を知ることができる。橋本の姉である「ショウ」、姉婿である桶職
人の「桶菊」こと西山菊五郎に関して書いた本である、橋本義夫『姉・「桶菊」』(ふだん記




創造<特集>)21(11)、国土社、1977 年 11 月。 
橋本義夫「不器用の拾い物-「ふだん記」運動から」、＜言語生活＞375 号、筑摩書房、
1983 年 3 月。 
橋本義夫『平凡人の教育と文章』地方文化資料第 49 集、地方文化研究会、1960 年。 
橋本義夫『みんなの文章〜万人文章論』ふだん記草子第 1、みんなの文研究会、1960 年
4 月初版発行、1968 年 4 月増補再販発行。 
橋本義夫『短言』ふだん記新書 1、ふだん記全国グループ、1974 年。 
橋本義夫『抑制の哲学』ふだん記万人の本、ふだん記全国グループ、1975 年。 















橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ」、＜青年＞第 133 号-第 157 号、日本青年館、
1981 年 6 月-1983 年 6 月。 







橋本義夫(講話)『「本」作りはメモから : 人類の滅亡を救うもの : 大きなロマンを持て』
ふだん記八菅グループ、1984 年。 
橋本義夫、四宮さつき『下手に書きなさい ふだん記のすすめ』大揚社、1984 年。 
橋本義夫『宛名のない手紙』ふだん記本 103、ふだん記全国グループ四宮さつき、ふだ
ん記旭川グループ岡田勝美編集発行、1985 年。 
橋本義夫『老枯日記』ふだん記新書 175、ふだん記全国グループ、1985 年。 
     
























四宮さつき『ながれの中に』ふだん記本 15、ふだん記グループ、1971 年 
海端俊子『詩集 海は私の絵本』ふだん記新書 3、ふだん記全国グループ、1974 年。 
尾股協子『麦の穂』ふだん記文書 4、ふだん記全国グループ、1975 年。 
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四宮さつき『十年—ふだん記と共に―』ふだん記本 50、ふだん記全国グループ、1976 年。 
西村サキ、『郷土沖永良部島』ふだん記新書 52、ふだん記全国グループ、1976 年。 
橋本義夫編『北海道のふだん記』第 1 号、ふだん記全国グループ、1977 年。 
ふだん記旭川グループ編『北海道のふだん記』第 2 号、ふだん記士別、北見さいはてグ
ループ、旭川グループ、全国グループ、1982 年。 


























橋本鋼二『万人に文を 橋本義夫のふだん記に至る道程』揺籃社、2017 年。 
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図 10 橋本義夫家系図 















































































1922 年 3 月末日現在の学齢児童の就学率は「當局に於ても極力之が向上に意を注ぎ逐年
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動―薫心会の活動記録」＜教育＞岩波書店、1939 年 10 月号)。これによれば、写真師市川
英作、アマチュア梅澤昌晴、小川吉鷹らにより 1921 年に結成された八王子の教育運動の
グループである。活動内容を推し量るため例会のタイトルをいくつか示すと、「生活改善に
ついて」(大正 12 年 3 月第 18 回)、「八王子市の将来について」(大正 13 年 1 月第 27 回)、
































































































 教育科学研究会（教科研）は、1937 年 5 月に結成された戦前最後の民間教育研究団体
であり、教育の実証的研究を進め教育改革の基礎となる教育改革の基礎となる教育学研究、
「教育科学」の創造を志向した団体である71。1937 年 11 月の城戸幡太郎や留岡清男など
による教育科学研究会の恩方村(現八王子)視察、さらに 1939 年 8 月 26 日の教育科学研究
会南多摩支部の結成があった。この中で教育科学研究会のメンバーとの関わりを橋本は持
ち、八王子からは橋本義夫、松井翠次郎、恩方村の文化人・菱山栄一らが関わっていた。
1941 年 5 月には教育科学研究会は解散となるが、橋本は同年 6 月に多摩郷土研究会を組
織し、無医村解消運動や青年教育運動を行なっていた72。 
 橋本、松井、菱山ら南多摩郡に関しては、機関誌『教育科学研究』においても教科研南
多摩支部長を務めた菱山栄一の名で紹介されており、第 1 巻第 1 号(1939 年 9 月)の南多摩
の動向の紹介、第 2 巻第 1 号(1940 年 1 月)の「毎月例会と本部の協力—八王子」などで知









 続いて 1939 年 8 月の南多摩支部結成以後の例会の活動に関して述べる。第 2 回では地
域における小学校の分断式学校経営の報告と意見交換など、第 3 回例会では留岡清男によ
























実験として驚異的な成功を収めたという。しかしながら、この活動は 1941 年 12 月 8 日の
太平洋戦争の開戦ともに終焉してしまった。 
 橋本義夫はその後、戦争早期終結を願い仲間たちと東条首相に直訴する計画を立てる、






る。橋本は 1945 年 4 月に釈放されている78。八王子に戻った橋本は八王子空襲に直面す


















例えば、戦後直後の 1945 年 10 月には焼け残った家に教育学者細谷俊夫を招き、地元教師
























育・文章』(1960 年 4 月)は橋本の文章に対する考え方が示されている書であり、「ふだん
記」にも通じる理念の一つとなった。他にも八王子・立川で発行された地方新聞にも精力









化＞10 号、1962 年 3 月)や、橋本の出身である川口村(現八王子市)に関して論じた「村の
地誌―旧川口村の場合―」(＜多摩文化＞11 号、1962 年 8 月)や、明治期における暮らし








が出されたのは 1968 年 1 月、橋本義夫が 68 歳の時である。「ふだん記」は橋本義夫が『万
人の文、万人の本』を目指し、これまでに橋本が執筆してきた経験を元に着想した、さま
ざまな理念を踏まえた文章執筆や出版を行う運動である。「ふだん記」はスタートしてから
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先行研究を見れば、日本の成人の学習論として、 三輪建二は 1970 年代からの成人発達
研究、1980 年代からのアンドラゴジーをめぐる理論の展開、1980 年代後半からのポスト・
アンドラゴジーなどの 3 つの潮流を示している3。この流れを受け近年では日本社会教育学
会における 2001 年秋から 2003 年にかけたプロジェクト研究「成人の学習」及びその成果
























そこで本章は第 1 節 「ふだん記」の成立と平凡人の教育、第 2 節 橋本の学習論にお












































小林研究では、1968 年から 1970 年までの機関誌＜ふだんぎ＞を、辻研究では 1968 年か
ら 1977 年の『ふだん記本』及び『ふだん記新書』から橋本を除いた性別執筆者割合をそれ
ぞれ調べている。＜ふだんぎ＞では、第 1 号は女性率が 93.3%。最も女性率が低い第 3 号










第二に年代であるが、『ふだん記本』と『ふだん記新書』に関しては 90 代 1 名、80 代 2
220 
 
名、70 代 9 名、60 代 24 名、50 代 15 名、40 代 11 名、30 代 5 名、故人 3 名(不明 2)であ
った17。中心的な執筆者は 70 代〜60 代であった。 
第三は執筆者の地域性であるが、当初は八王子の執筆者が占める割合が高かったが、徐々
に比率が下がり、地域的に広がってきた(＜ふだんぎ＞1 号で 86.7%。以下 4 号は 85.7％、






































































































































会い(1966 年 12 月)から 10 年後(1976 年 11 月)までの歩みを記してある29。 
 全体で 80 ページを超える多くの内容になっているが、注においては機関誌＜ふだんぎ＞
の発行(5 号刻み)や関連する本の発行、「ふだん記」がマスコミに取り上げられたものなど
を中心に取り上げた。ガリ版にて出版されたのは 17 号(1970 年 12 月)まで、18 号(1971 年
1 月)よりタイプ印刷になっている。初期の活動の中でも、朝日新聞や NHK ラジオなどに
取り上げられることもあり、多くの参加者が増えていたことも『十年—ふだん記と共に―』
から知ることができる。 
 例えば、＜ふだん記＞10 号の記念会では参加者 45 人であったのが、その後 5 回を迎え
た「逢う日・話す日」(「ふだん記」運動での交流会)では 89 人の参加となっていた。さら
に、橋本がすすめる地域の印刷所の協力を得る実践(清水工房)を行なってきたのもこの時期

































   文章街道31 
  「この街道には、車のラッシュがありません。 
  コンピューター、機械ずくめ、規格がないんです。 
  この街道は、静かです。さわやかです。暖かいです。 
  サラリーマンも、職人も、若人も、年寄りも、他所者
よ そ も の
も、 




















































本義夫『平凡人の教育と文章』(地方文化資料第 49 集、1960 年、これは教育論である『平
凡人の教育』と文章論である『平凡人の文章』の合本)である。第二は、この増補版である
②橋本義夫『みんなの文章〜万人文章論』(ふだん記草紙第 1、みんなの文研究会、1960 年
4 月初版発行、1968 年 4 月増補再販発行)である。第三は、橋本義夫による「ふだん記」の
概要をまとめた実践書である③橋本義夫『ふだん記案内—万人の書く文・出せる本—』(ふだ












































































  平凡な技術 
  曲芸でも数学でもない 
  先づ習慣を身につける 
  ハガキと手紙 
  身近な事から 
  言葉や方言 
  韻文 
  調味料 
  題 
  発表機関 
  保存 
  読書 
  先生 
  その他 





























































































































































されていたのは 1976 年である。当時の教育の状況はどうであっただろうか。 
 文部省編『我が国の教育水準』をみると、全国の高等学校等への進学率は 1950 年に 42.5%











































































































































































































































































































































                                                   
第 4 部 第 2 章 注 
 
1 片岡了、辻智子「共同学習・生活記録」、日本社会教育学会 50 周年記念講座刊行委員会






















10 色川大吉「現代の常民―橋本義夫論 昭和精神史序説」、＜中央公論＞89(8)、1974 年 8
月。 
11 「長期経済統計」、内閣府『平成 25 年度 年次経済財政報告』、p.485。 
12 前掲「書く実践と自己のリテラシー 『ふだんぎ』という空間の成立」、及び辻喜代司「庶
民による人生の記録の創出-橋本義夫と初期『ふだん記』運動の場合」、＜京都大学生涯教育








18 前掲「書く実践と自己のリテラシー 『ふだんぎ』という空間の成立」、p.248。 










新書 3、『ふだん記』全国グループ、1974 年、p.53。 
23 橋本義夫『だれもが書ける文章「自分史」のすすめ』、講談社現代新書、1978 年、pp.166-167。 
24 同前、pp.12-13。 
25 同前、p.13。 








                                                                                                                                                     
43.1.27 『ふだんぎ』一号創刊 
43.4.19 『みんなの文章』橋本義夫 刊。(『ふだん記本』1：引用者補足) 
43.9.24 (略)九月の末『ふだんぎ』五号発行 
44.9.26 『ふだんぎ』十号(七月十五日発行八十四頁 38 人)記念会、陵南会館に於て四十
五人。 
45.4.17 『ふだんぎ』十四号製本 
45.4.25 『ふだん記について』橋本義夫著 発行清水工房初仕事 





45.12.19 『ふだんぎ』十七号、ガリ版最後の本、百三十ページ 六十七人執筆 
46.2.25 『ふだんぎ』十八号 タイプ印刷で清水工房にて印刷三〇〇部(以後印刷は清水
工房) 
46.6.16 『ふだんぎ』二〇号 発行 
47.6.25 『ふだんぎ』二十五号 発行 
48.7.25 『ふだんぎ』三十号発行。 
48.12.1 第五回『逢う日話す日』八十九人。 
49.2.15 『短言』橋本義夫 刊。(『ふだん記新書』1：引用者補足) 
49.7.24 中央公論に『現代の常民』と橋本義夫先生を色川先生が書かれ掲載される。 
49.9.3  『ふだんぎ』三十五号 発行。 
50.8 月初め 『ある昭和史』色川大吉著 中央公論社刊、色川先生より頂く。 
50.9.30 『ふだんぎ』四十号 発行。 
51.3.13 『ふだん記案内』橋本義夫著 刊。 
51.7.13 『八菅の女たち』足立原美枝子著 刊。 





め 宛名のない手紙』、ふだん記新書 130、ふだん記旭川グループ、1983 年、p.3。 
34 橋本義夫『平凡人の教育と文章』地方文化資料第 49 集、1960 年。 
35 同前、p.2。 
36 橋本義夫『みんなの文章〜万人文章論』ふだんぎ草紙 1、みんなの文研究会、1960 年初







42 小林薫『花咲く道へ』ふだん記創書 34、ふだん記雲の碑グループ、2011 年、p.163。 
43 前掲『だれもが書ける文章「自分史」のすすめ』、p.166。 
44 同前、p.168。 





















57ふだん記雲の碑グループによる機関誌、＜ふだん記 雲の碑＞は 2015 年 8 月現在で、36
号(2015 年 6 月)まで出されており、36 号の目次でも「新人優先」に基づく新人への便りを
推奨した形式をとっている。こうした新人を示す方法は「ふだん記」各地グループのさま
ざまな機関誌でみられるものである。 
58 色川大吉『常民文化論』筑摩書房、1996 年、pp.368-369。 
59 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ 学校暴力の原因―劣等感から解放―」、＜青年＞
140 号、日本青年館、1981 年 1 月、p.30。 
60 「ふだん記」各地グループは、＜ふだん記 雲の碑＞36 号(2015 年 6 月発行)によれば、

























                                                                                                                                                     
＜青年＞139 号、日本青年館、1980 年 12 月、p.32。 
73 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(四) 暗いその向こうに光がある」、＜青年＞136
号、日本青年館、1980 年 9 月、p.32。 
74 前掲『嘆異抄』、p.50。 
75 橋本義夫『みんなの文章～万人教育論』ふだんぎ草紙 1、1960 年初版発行、みんなの文
研究会、1968 年増補再版発行、p.30（引用中傍点は削除。） 





78 「易往無人章」(二帖第七通)、前掲『御文章 ひらがな版―拝読のために―』、1999 年、
pp.78-79。 
79 小林薫への「ふだん記」に関するインタビュー、2015 年 1 月 14 日。調査名：「ふだん記」












節編『橋本義夫追想集』ふだん記本 105、ふだん記全国グループ、1986 年、p.148。 
87 木村恵美子「『下手に書きなさい』の重み」、＜ふだん記 雲の碑＞8 号、ふだん記雲の
碑グループ、2001 年 12 月。 
88 同前、p.132。 
89 倉田栄子「私とふだんぎ」、＜ふだんぎ 北九州＞創刊号、ふだん記北九州コロニー、1980



















雑誌の連載記事「青年版『ふだん記』のすすめ」(＜青年＞日本青年館、第 133 号(1981 年
6 月)-第 157 号(1983 年 6 月))と、「ふだん記」の書き手が執筆した個人本である。ここでは
これらを対象にとりあげ、前者からは橋本の理念の抽出を意識し、後者からは書き手の学
びの側面の抽出を意識しつつ、文献研究の方法で分析を行った。構成は第 1 節 橋本義夫





































































年＞日本青年館、第 133 号(1981 年 6 月)-第 157 号(1983 年 6 月)、以後＜青年＞連載記事
とする)を対象に、その諸相から橋本の考える「ふだん記」の青年の学習における意義を考
察する。 































































































































































































































文書４、1975 年５月 20 日発行、橋本義夫編)をみる。尾股は 1940(昭和 15)年 12 月 17 日、























































第二の例に、高野清子『道はるかなれど』(ふだん記草子 10、1969 年 6 月 25 日、みんな




































巽『小っちゃな八百屋』(ふだん記文書２、1975 年 5 月 20 日再販、橋本義夫編)である。執





























































絵本』(ふだん記新書 3 1974 年 3 月 10 日発行、橋本義夫編)を取り上げる。執筆者海端は
1937(昭和 12)年 2 月 17 日兵庫県明石生、詩集『海は私の絵本』出版当時は 37 歳だった。
父は 4 歳で亡くし、母は 9 歳で亡くしている。さらに、終戦後に姉弟と別れ、長崎県五島
の叔母の下の養女となる。長崎県の五島列島に位置する、南松浦郡玉之浦町向小浦の小さ










































(＜青年＞第 133 号(1981 年 6 月)-第 157 号(1983 年 6 月) 日本青年館、までの記事まとめ) 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   













員長碓井正久)編『現代社会教育の創造 社会教育研究 30 年の成果と課題』1988 年、東洋
館出版社、pp.269-278。 
7 色川大吉「現代の常民―橋本義夫論 昭和精神史序説」、＜中央公論＞89(8)、1974 年 8
月など。 





9 橋本義夫『だれもが書ける文章 「自分史」のすすめ』講談社現代新書、1978 年、pp.8-9。 





                                                                                                                                                     
12 橋本鋼二『万人に文を 橋本義夫のふだん記に至る道程』揺籃社、2017 年、p.249。 




年＞140 号、日本青年館、1981 年 1 月、p.32。 
16 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(十)、母性型文化と母性型教育」、＜青年＞142
号、日本青年館、1981 年 3 月、p.31。 
17 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(六) 無名人に明日が見える時」、無名人に明日
が見える時」、＜青年＞138 号、日本青年館、1980 年 6 月、p.31。 
18 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(七) 私でも文章が書ける、書けない者なし」、
＜青年＞139 号、日本青年館、1980 年 12 月、p.31。 
19 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(三) 」、＜青年＞135 号、日本青年館、1981 年
8 月、pp.31-32。 
20 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(十三) 文科系の大飛躍」、＜青年＞145 号、1981
年 6 月、p.31。 
21 前掲「青年版『ふだん記』のすすめ(六) 無名人に明日が見える時」、p.31。 
22 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(十六) 鍵は何か？―探すこと、験すこと―」、＜
青年＞148 号、日本青年館、1981 年 9 月、p.31。 
23 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(二十) ふだん記に魔法なし」、＜青年＞152 号、
日本青年館、1982 年 1 月、p.32。 
24 橋本義夫「青年版『ふだん記』のすすめ(十四) 新学校教育学が生まれるであろう―実験










 附“新人類文化”』ふだん記全国グループ、1977 年、p.45。 
31 前掲「青年版『ふだん記』のすすめ(三) 」、p.32。 
32 前掲「青年版『ふだん記』のすすめ(七) 私でも文章が書ける、書けない者なし」、p.31。 
33 前掲『下手に書きなさい―「ふだん記」のすすめ』。 
34 前掲『だれもが書ける文章 「自分史」のすすめ』、p.49。 













                                                                                                                                                     





50 橋本義夫「ひとこと」、海端俊子 詩集『海は私の絵本』ふだん記新書 3 1974 年、巻
頭言。 






















































































































































表 14 尾股協子の執筆日と橋本義夫の書簡の対照表 
No 執筆日 『麦の穂』／橋本の書簡 出典 No 執筆日 『麦の穂』／橋本の書簡 出典 




H2 S48.4.22 (橋)原稿の書き方 (2)pp.4-7 O10 S49.9.10 (尾)洗濯 (1)pp.41-42 












































O12 S50.1.7 (尾)洗濯談義 (1)pp.43-46 
H7 S48.12.3 (橋)本の出版をすすめる 
(2)pp.12-
13 
O13 S50.1.8 (尾)わが夫 (1)pp.37-39 


















O15 S50.1.10 (尾)どもり (1)pp.23-24 
O4 S49.5.6 (尾)プロとアマ 
(1)pp.42-
43 
O16 S50.1.10 (尾)ある友 (1)pp.39-41 
H1
1 
















O5 S49.6.2 (尾)イチゴ 
(1)pp.25-
27 
H28 S50.2.11 (橋)本の出版の意義 (2)p.29 











































H33 S50.5.31 (橋)本の完成通知 (2)pp.31-32 
O8 S49.7.29 (尾)たたみ 
(1)pp.56-
58 












O9 S49.9.4 (尾)風呂 
(1)pp.27-
28 
    






























































































                                                   
 
第 4 部 第 4 章 注 
 
 1 野家啓一編『ヒトと人のあいだ』岩波書店、2007 年、pp.28-29。 
 2 添田祥史「識字教育方法としての自分史学習に関する研究―ナラティヴ・アプローチから
のモデル構築の試み」、＜日本社会教育学会紀要＞44、日本社会教育学会、2008 年、p.49。 
 3 ウヴェ・フリック(小田博志監訳)『新版 質的研究入門＜人間の科学＞のための方法論』
春秋社、2011 年、p.217。 
 4 「ナラトロジー」、新村出編『広辞苑』第六版、岩波書店、2008 年、p.2105。 
 5 「narrative」、竹林滋他編『研究社 新英和大辞典』第六版、研究社、2002 年、p.1643。 
 6 やまだようこ「ナラティヴ研究」、やまだようこ編『質的心理学の方法―語りをきく―』
新曜社、2007 年、p.54。 
 7 前掲『新版 質的研究入門＜人間の科学＞のための方法論』、pp.215-237。 
 8 桜井厚『インタビューの社会学 ライフストーリーの聞き方』せりか書房、2002 年。桜
井厚、小林多寿子編著『ライフストーリー・インタビュー 質的研究入門』せりか書房、
2005 年。 
 9 やまだようこ「人生と病いの語り」、やまだようこ編『質的心理学講座 2 人生と病いの
語り』東京大学出版会、2008 年、p.2。 







 13 川島大輔『生涯発達における死の意味づけと宗教』ナカニシヤ出版、2011 年、p.51。 
 14 前掲『質的心理学講座 2 人生と病いの語り』、2008 年。 
 15 野並葉子、米田昭子、田中和子、山川真理子「2 型糖尿病成人男性患者の病気の体験―
286 
 
                                                                                                                                                     
ライフヒストリー法を用いたナラティブアプローチ」、＜兵庫県立大学看護学部紀要＞12、
兵庫県立大学、2005 年、pp.53-64。 





 18 無着成恭編『山びこ学校』岩波書店、1995 年、p.313。(初版は青銅社、1951 年)。 
 19 鶴見和子『生活記録運動のなかで』未来社、1963 年、p.199。 
 20 色川大吉『ある昭和史 自分史の試み』中央公論社、1975 年、p.375。 
 21 鈴木政子『自分史―それぞれの書き方とまとめ方』日本エディタースクール出版部、1986
年、pp.229-230。 
 22 橋本義夫の手紙(尾股協子宛、1973 年 2 月 3 日)、故橋本義夫(尾股協子編)『その土地よ
かれ、その人よかれ』ふだん記新書 282、ふだん記旭川グループ、1996 年、pp.2-3。 
 23 尾股協子の橋本の手紙の感想(1986年 2月 2日)、前掲『その土地よかれ、その人よかれ』、
p.3。 
 24 橋本義夫の手紙(尾股協子宛、1973 年 4 月 22 日)、前掲『その土地よかれ、その人よか
れ』、pp.7-8。 
 25 尾股協子(橋本義夫編)『麦の穂』ふだん記文書 4、ふだん記全国グループ、p.47。 
 26 尾股協子の橋本の手紙の感想(1986 年 2 月 20 日)、前掲『その土地よかれ、その人よか
れ』、p.13。 




 29 前掲『麦の穂』、p. 7。 
 30 同前、p. 14。 
 31 同前、p. 51。 
 32 尾股協子の橋本の手紙の感想(1986 年 3 月 23 日)、前掲『その土地よかれ、その人よか
れ』、p.25。 










































































































































 ここでは「ふだん記」の文友 4 名に対して行ったインタビュー調査の概要を論じる。今








からそれぞれ 36 年、34 年、46 年、25 年の年数があり、分析しうるものと推察した。 
 









幹子 80 代半ば 女 1981 年 11 月 
(同上) 
橋本和子 70 代前半 女 1969 年秋頃 
(ガリ版刷頃より) 
張山てる子 60 代後半 女 1990 年 8 月頃 
(1990 年 11 月初投稿) 
(2015 年 1 月 14 日時点、五十音順) 
 










参照しつつ 4 名それぞれの人生における「ふだん記」での書く実践の意義を論じたい。 
 
表 16 インタビュー概要 
調査名 「ふだん記」に関するインタビュー 
調査日、場所 2015 年 1 月 14 日、小林薫宅 







第１項 ケース 1・小林薫 
























































































の宝物』橋本先生のお便り」(9 号、2001 年 12 月)、「行って良かった、旭川交流会」(13 号、
2003 年 12 月)や「『ふだん記』にまつわること」(20 号、2007 年 6 月)、「『ふだん記雲の碑』
25 号に寄せて」(26 号、2010 年 6 月)などがある。「ふだん記」創始者の橋本義夫や「ふだ
ん記」、文友に関する作品では、「ふだん記」との小林の出会いの重要さをみることができ、
さらに「心に学んだ、先生の言葉『素直になさい』(21 号、2007 年 12 月)、「私の三十歳の















































































2002 年 6 月)のような家族(母方の従兄)を綴った文章、「小林薫さんの『花咲く道へ』を読
んで」(＜ふだん記雲の碑＞10 号、2012 年 6 月)や「星野さんの自分史『木工職人で生きる』




















第３項 ケース 3・橋本和子 
 続いてとりあげるのが、1940 年代半ば生まれの橋本和子である。橋本和子は、1969 年秋
頃のガリ版刷の時期より参加している「ふだん記」の初期から活動に参加をしていた文友
にあたる。なお、「ふだん記」の機関誌である＜ふだんぎ＞の第 1 号は 1968 年 1 月の発行
のため、1969 年からの参加は、草創期から参加をした文友の一人と推察できる。この時期
の「ふだん記」の状況をみると、1969 年 10 月に「ふだん記」11 号が発行されるなど、ガ
リ版刷りで機関誌が発行されていた時期であり(ガリ版の最後は 1970 年 12 月発行の「ふだ

















































































例えば、「逆白波のひと 土門 拳」(＜ふだん記雲の碑＞14 号、2004 年 6 月)は、写真


















第４項 ケース 4・張山てる子 
 張山てる子は 1940 年代半ばの青森県北津軽郡生まれで生育も同地であり、その後、三多
摩に移り自営業を営んでいる。東京在住であるが、所属はふだん記津軽グループであるよ
うに、張山にとり津軽が極めて重要なものであることを伺うことができる。なお、「ふだん









悲しくて。なんか 1 回は青森県から出てみようっていう53」。 
 高校を卒業後における、学びに対する潜在的な意欲をこうした語りから伺うことができ
る。なお札幌では 2 年間、さらに弘前に戻り 3 年を過ごしてから、1970 年初頭に上京、就
職をして簿記学校に通う。その後結婚し、三多摩に居を構え自営業となる歩みを歩んでい
る。 
 「ふだん記」との出会いは三多摩に出てしばらくの時を経た 1990 年 8 月である。弘前在



























ことを伺うことができる。なお、張山が「ふだん記」を知ったのは 1990 年 8 月、初投稿を
したのは 1990 年 11 月で数ヶ月を要しているようだ。一方で、その後継続して書き続けら
れている理由は初投稿から推察できる。初投稿の感激を張山が＜ふだん記 雲の碑＞に投














































































                                                   
第４部 第５章 注 
 






5 倉持伸江、中田スウラ、柳沢昌一(司会 井口啓太郎、村田晶子) プロジェクト研究「学び
合うコミュニティを支えるコーディネーターの力量形成とその組織」、日本社会教育学会六
月集会、2015 年 6 月 6 日(於立教大学)。 
6 中田スウラ「社会教育実践研究・職員研究の展開とコーディネーターの力量形成」、プロ
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『ながれの中に』おける四宮さつきの略歴を確認する。四宮は 1923 年 8 月九州久留米生
まれ、満 1 年で上京。東京各地を動く。東京女子商業を卒業して後、1940 年 8 月には満州
への渡航、さらには 1942 年 8 月に結婚、1943 年には東京に戻る。終戦後の 1945 年 10 月
には、第 10 次移住開拓団への応募により、北海道へ渡道する。その後 1956 年 5 月に四宮
自身は開拓地を引き上げ、富良野の町へ移り保険の外交員になる。東京に移ったのは 1957
































第 2 点目は、「事実を先に書き、自分の考えを必ずつけ加えて書く (事実と分析)」ことで
ある。四宮は自らの歩みの中でみたものを書く場合も、振り返る中でも自らの感想を交え

































































































                                                   
第４部 第６章 注 
 
1 例えば、片岡了、辻智子「共同学習・生活記録」、日本社会教育学会 50 周年記念講座刊





社、1974 年 8 月、pp.123-152。 
3 色川大吉「自分史論」、色川大吉『常民文化論』筑摩書房、1996 年、p.389。 
4 小倉英敬『八王子デモクラシーの精神史 橋本義夫の半生』日本経済評論社、2002 年。 






桜井厚編『戦後世相の経験史』せりか書房、2006 年、pp.240-261 など。 
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11 「自分史」、新村出編『広辞苑』第六版、岩波書店、2008 年、p.1277。 
12 三浦朱門「自分史とは何か」、＜歴史読本＞41(6)、人物往来社、1996 年、pp.180-183。 










だん記の大道—その道標—』、ふだん記全国グループ、1978 年、pp.140-141 など)。 
18 前掲『ある昭和史 自分史の試み』、p.375。 
19 井上幸治「序にかえて」、同志社大学労学アッセンブリ―委員会編『暴徒―現代と秩父事
件―』同志社大学アッセンブリ出版会、1976 年、p.ii。 










































































なお、各地グループは 1976 年 1 月に発会した八菅グループ(神奈川県)から始まり、現在





補論１において対象とする北九州グループ(機関誌＜ふだんぎ北九州＞1980 年 2 月創刊)






































































































    








最も西に活動しているグループである。＜ふだんぎ北九州＞は 2017 年 9 月時点で 39 号ま
で発行されている。発行の間隔は約年 1 回、号によって発行月は若干の変動があるが、現
在はおおよそ 7月から 8月頃が発行の目安となっている。なお機関誌の発行部数は 250部、
北九州グループの文友数はおおよそ 24、25 名から 30 名弱程度のようである11。主な活動
は、機関誌の発行及び発行に係る編集・校正作業、機関誌の発送作業、さらには文友の交
流会の開催などがある。 
 機関誌である＜ふだんぎ北九州＞の体裁は、1 号(1980 年 2 月)から 5 号(1983 年 4 月)ま
では手書き・B5 版(内 1-2 号は手作り、3 号(1981 年 7 月)以降は印刷会社での印刷製本)、6

















2015 年 9 月 4 日ふだん記北九州グループ・グループインタビュー (於：北九州市「小幸」) 
 (倉田栄子、田村貴美子、(川原洋子、山本久江立ち会い)、聞き手：川原健太郎)。 
【インタビュー調査 2】 
2015 年 9 月 5 日ふだん記北九州グループ窓口・川原洋子ライフストーリー・インタビュー
(於：北九州市、川原洋子宅)、聞き手：川原健太郎。 
【インタビュー調査 3】 















 北九州グループの創設は 1980 年 1 月であるが、その前史には創立者たちと「ふだん記」


































 北九州グループは、そこからおおよそ 3 年弱後の 1980 年 1 月、川原洋子、倉田栄子、藤

















































表 17 北九州グループの語りにみる「ふだん記」参加の契機 












































表 18 北九州グループの語りにみる「ふだん記」から得たこと 
インタビューでの語り キーワード 出典 


























(2)_5「書くことを結構するようにはなりましたよね」(倉田) 書くこと 調査 1 
(2)_6「交友関係が一部ではありますけども広がったというのが非常に楽しいですね。」
(牛島) 
交友関係 調査 3 
(2)_7「いろんな人と出会い。それはまたよその県の方だったり、北九州市内の人であっ
たりもそうなんですけれども、やっぱり出会いがすごいいいなと思うんですよ。」(石橋) 































表 19 北九州グループに関する語り 





ふだん着 調査 1 
(3)_2「これ以上厚くせんでねって(…)ちょっと後から読もうとかなんとかなるから。こ
れ以上厚くせんでねって言うんですよ。」(川原) 
厚くせんで 調査 1 




































九州グループ文友の作品をみると、藤田裕子「博多にわか(一)」(創刊号、1980 年 2 月)、山
334 
 
本久江「九州ってところは」(5 号、1983 年 4 月)など、地元を紹介するような文章が見受
けられる29。一方で北九州グループ以外の文友からの投稿に九州のことを綴る作品がみられ
る(錦田文子「九州についての想い出」（9 号、1988 年 3 月)、大貫いと「思い出の九州路」
(18 号、1996 年 7 月)など）。九州で発行されている機関誌である＜ふだんぎ北九州＞とい
うことを鑑みながら、他グループの投稿者も折々で九州に関することを綴っている。いわ
ば、地域を論じる交流をする材料となっていたことが推察される。 







 あいちグループは、1980 年 2 月に機関誌＜あいちふだんぎ＞の創刊号が出版された。現
在の窓口は堀昌逸 (56 号、2007 年 6 月より現在まで)、窓口は岐阜県羽島郡笠松町に置か
れており、活動は主に名古屋の周辺で行われている。あいちグループは愛知県、岐阜県等
の東海地域を中心とした各地グループである。 
＜あいちふだんぎ＞は 2017 年 6 月までに 76 号が発行されている。発行の間隔はおおよ
そ年 2 回、現在は 6 月と 11 月の発行となっている。なお機関誌の現在の発行部数は 130 部、
文友数は投稿者数ベースで 46 名である30。主な活動は、機関誌＜あいちふだんぎ＞の発行
及び発行に係る編集・校正作業(編集会、校正会)、機関誌の発送作業、さらには交流会(例
会、出版会等)の開催を行っている。機関誌＜あいちふだんぎ＞は創刊(1980 年 2 月)から 5
号(奥付なし、橋本義夫記念資料庫に収蔵されている冊子には 1982 年 12 月到着のメモ書き














2015 年 12 月 4 日「ふだん記」あいちグループ窓口・堀昌逸ライフストーリー・インタビ
ュー(於：笠松町、堀昌逸宅)、聞き手：川原健太郎。 
【インタビュー調査 5】 






らあいちグループの一側面をとらえたい。現窓口の堀は＜あいちふだんぎ＞8 号(1983 年 5
月)から参加、10 号(1984 年 5 月)から編集に関わっている。その後 6 号(1982 年 6 月)から
55 号(2006 年 11 月)まで窓口をつとめたあいちグループの現在の基盤を形作ったキーパー
ソンである林常重とともに、編集等の運営に関わり、56 号(2007 年 6 月)から現在まで窓口
を担当している。 
ここでは＜あいちふだんぎ＞の創刊の頃を機関誌の記述から追いたい。創刊当時のこと
は、グループの創刊者の一人であった加藤幸穂が＜あいちふだんぎ＞9 号(1983 年 5 月)に
綴っている。そこでは「『愛知支部誌を発行しましょう』当時、数名に満たぬ愛知の同人の
中の三名が、(…)怖いもの知らずで全く無からの出発31」と、馴れないガリ版を彫り 手作り































ぎ＞59 号(2008 年 11 月)に追悼特集号が組まれるが、あいちグループは元より全国の各地
グループから追悼文が寄せられ、その影響の大きさを伺い知る事ができる。 



















表 20 あいちグループの語りにみる「ふだん記」参加の契機 






























































みることができる。なお、(4)_2 を語る細川は 1991 年 3 月頃の中日新聞で「ふだん記」を




表 21 あいちグループの語りにみる「ふだん記」から得たこと 
インタビューでの語り キーワード 出典 
(5)_1「やっぱり生きがいがありますね。最初に新聞に載ったときに感じましたもんね。
自分の文章がこの何百万人って人が見ているんだということを思うだけで」(新矢) 












































表 22 あいちグループに関する語り 






















あいちふだんぎ＞の 35 年・74 号分に掲載されてきた多くの「ふだん記」の文章には地元
の日常生活に関する記述が数多くみられる(干場治彦「名古屋御園座かいわい」（12 号、1985








所から伺い知ることができるのである。例えば、表 22 中で引用した(6)_1 を語ったあいち











































































5 吉澤輝夫「『自分史文化論』の試み」、吉澤輝夫編『現代のエスプリ 338 自分史』至文堂、
1995 年。 





9 橋本義夫『誰もが書ける文章 「自分史」のすすめ』講談社、1978 年、p.168。 
10 色川大吉『"元祖"が語る自分史のすべて』河出書房、2014 年、p.63。 




北九州グループ、1988 年 12 月、pp.124-125。 









                                                                                                                                                     
北九州グループ、1988 年 12 月、p.124。 
16 前掲『筑紫の山脈・遠賀川』、p.65。 
17 川原洋子へのインタビュー、聞き手：川原健太郎、2015 年 9 月 5 日実施、於：川原洋子
宅(北九州市小倉)。なお、ここで名前を挙げられた海端とは、長崎の島嶼在住の文友であり、
「ふだん記」で色々な詩を発表する詩人でもある。 




1980 年 2 月。会の規模を小さく始まっていたこともあり、創刊からしばらくは「ふだんぎ
北九州コロニー」の名称でスタートし、徐々に北九州グループの名称になっている。 
21 川原洋子「三年たって」、＜ふだんぎ北九州＞創刊号、ふだんぎ北九州コロニー、1980
年 2 月、p.17。 
22 倉田栄子「私とふだんぎ」、前掲＜ふだんぎ北九州＞創刊号、pp.9-10。 
23 北九州グループ文友へのインタビュー、聞き手：川原健太郎、2015 年 9 月 5 日実施、於：
湖月堂本店(北九州市小倉)。 
24 牛島和子「『ふだん記』との出会い」、＜ふだんぎ北九州＞9 号、ふだん記北九州グルー
プ、1988 年 3 月、p.13。 




年 12 月。 
28 ふだん記北九州グループへのインタビュー、聞き手：川原健太郎、2015 年 9 月 5 日実施、
於：湖月堂(北九州市小倉)。 
29 「＜ふだんぎ北九州＞著作リスト創刊号から第 37 号まで」、 「橋本義夫の『ふだん記』
各地グループにみる地方文化運動の一研究 報告書」(研究代表者川原健太郎)、 2015 年度
早稲田大学特定課題研究報告書、2016 年 2 月。 
30 ＜あいちふだんぎ＞72 号、ふだん記あいちグループ、2015 年、p.116。発行部数は堀昌
逸へのインタビューによる(聞き手川原健太郎、2015 年 12 月 4 日、於：熱田図書館)。 
31 加藤幸穂「ふだん記の流れにのって」、＜あいちふだんぎ＞9 号、ふだん記あいちグルー
プ、1983 年 5 月、p.5。 
32 加藤幸穂「ふだん記の流れにのって」、＜あいちふだんぎ＞9 号、ふだん記あいちグルー
プ、1983 年 5 月、p.6。なお、宮崎信はふだん記あいちグループの創立者の一人、著書に宮
崎信『日々の足あとから』ふだん記新書 105、ふだん記全国グループ、1982 年。「マスコミ」
の記述であるが、あいちグループは新聞で取り上げられることも多く、その影響で会員が
増えている。例えば、＜あいちふだんぎ＞(8 号、1983 年 5 月、pp.131-132)では「“自分史”
を刻む『ふだん記』運動」(記事掲載日や掲載誌等の記載はないが、本誌の記述より 1982
年 10 月 7 日中日新聞と推察できる)の記事が掲載されており、反響の大きさが記されてい
る。 








                                                                                                                                                     
年 11 月。 
38 加藤慶子「六十号記念特集『私とふだんぎ』」、＜あいちふだんぎ＞60 号、2009 年 6 月、
p.33。 
39 鈴木政子『あの日夕焼け』立風書房、1980 年、p.167。なお、鈴木は北九州市の自分史














































































































 第二は、1970 年代から 80 年代にかけて発行された『北海道のふだんぎ』である。この
うち、橋本義夫編『北海道のふだんぎ』第 1 号(ふだん記全国グループ、1977 年 11 月)は、





ープ、『ふだん記』全国グループ、1982 年 11 月)がある。これは、道内最初の各地グルー
プである士別グループ(1977 年、現在は活動終了)及び、北見市を中心に活動するさいはて







記 歴史(年表) 出版目録』(ふだん記旭川グループ、2013 年)は、北海道の「ふだん記」
運動をまとめた歴史年表と出版目録である。年表は、1958 年から 2013 年までの北海道の
「ふだん記」に関する年表がまとめられており、出版目録は、北海道の「ふだん記」で出









表 23 北海道における「ふだん記」発行の書籍の点数(1972 年から 2013 年) 
年 点数 年 点数 年 点数 年 点数 
1972 1 1985 12 1995 9 2005 8 
1976 1 1986 9 1996 13 2006 9 
1977 1 1987 7 1997 7 2007 7 
1978 2 1988 12 1998 10 2008 5 
1979 2 1989 7 1999 10 2009 5 
1980 5 1990 6 2000 6 2010 6 
1981 1 1991 10 2001 7 2011 2 
1982 12 1992 4 2002 7 2012 4 
1983 12 1993 5 2003 12 2013 3 
1984 7 1994 8 2004 9 計 263 
*池田晶信、岡田勝美、佐藤美恵子、岩渕敏江、名取善子、松崎拓郎編(斎藤道子、岡田勝美総括)『北海道のふだん記 












年から 1980 年の歩みをまとめた四宮さつき『続十年 ―ふだん記と共に―』(ふだん記本
79、ふだん記全国グループ、1984 年)と 1981 年から 1985 年までをまとめた四宮さつき











は、2016 年度から 2018 年度までの研究プロジェクト「戦後地方文化運動の実証的研究―
「ふだん記」各地グループを対象として―」(JSPS 科研費(基盤研究(C) 研究代表者 川
原健太郎、課題番号 16K04572)の研究の一部であるが、この研究プロジェクトでは北海道
で活動を行っている各地グループに訪問取材を行っている。2016 年度には旭川グループ、











表 24 初期北海道のふだん記の動向に関する年表 
年 北海道「ふだん記」の動向 備考 
1967 年 6 月橋本義夫北海道へ初の訪問。 * 
 10 月橋本義夫『北海道紀行』(八王子文化サロン、1967 年)発行。 * 
1968 年 1 月「ふだんぎ」創刊(1 号) * 




 11 月 8 日 斉藤昌淳、八王子のふだんぎ交流会「逢う日・話す日」
に初めて出席→士別ふだんぎ創設へ拍車がかかる 
 
1977 年 5 月 8 日 士別ふだんぎ発足(高橋、渡辺、斎藤の三人)＊全国で 3 番
目・北海道で最初 
 
 6 月 18 日 四宮さつき来士→士別グループできる  
 11 月 30 日『北海道のふだんぎ』第 1 号発行  
 12 月 4 日ふだん記 10 周年逢う日・話す日(八王子商工会議所)に斉藤
昌淳出席 
 
1978 年 2 月 26 日『士別のふだんぎ』創刊号発行  




 7 月末日士別グループ解散の危機  
 8 月 6 日新生「士別ふだんぎグループ」12 名  





 2 月 1 日『さいはてふだん記』創刊号発行  
 7 月士別市の開基 80 周年に「自分史年表」を全戸配布(士別グループ
提唱) 
 
 8 月 24 日色川大吉先生講演「自分史を書くということ」(士別グルー
プ主催) 
 
1980 年 8 月 30 日旭川グループ誕生(岡田勝美)  
 9 月 14 日『旭川のふだん記』創刊号(45 頁)を持参し、斎藤昌淳が八
王子大会に参加 
 
 11 月 8 日旭川で初のふだん記集会(13 名参加)  
1981 年 2 月 1 日『旭川のふだん記』2 号発行  













1982 年 4 月 1 日北見グループで「自分史年表」発行  
 5 月 2 日色川大吉先生の講演「自主憲法と押し付け憲法」(士別グル
ープ主催) 
 
 6 月 1 日岡田勝美が NHK テレビ「北海道の窓」で「ふだん記」を紹
介 
 
 6 月 8 日旭川大雪婦人会館で“ふだん記全道大会”の打ち合わせ  
 6 月 19～20 日旭川市で「全国ふだん記北海道大会」開催(斉藤昌淳司






 6 月 21 日さいはてのつどい(橋本先生を招いて・北見経済センター) 
北見集会・町田とさいはて、姉妹グループとなる 
 
 6 月『士別のふだんぎ』10 号発行  
 9 月留萌ふだんぎグループ発足(窓口 渡辺シゲ)  
 10 月 10 日『さいはてのふだんぎ』10 号発行  
 10 月 26 日『留萌のふだんぎ』創刊号発行  











 2 月札幌ふだんぎグループ発足  
 5 月 15 日『札幌のふだんぎ』創刊号発行  
 7 月富良野グループ発足(窓口・尾野美代子)、創刊号発行…4 号で解
散(86 年)となる 
 
 10 月 30 日旭川で北海道窓口会議(第 1 回)を開く 
(札幌、留萌、北見、士別、旭川の 17 人参加*富良野欠席) 
 
 12 月 9 日士別図書館に「ふだん記コーナー」を作る(3 万円の図書箱






1996 年 1 月 30 日『留萌のふだんぎ 歩み』第 1 号発行(*留萌グループ、前
年解散後、再出発) 
 
 『江別のふだん記』創刊号発行  
355 
 
2002 年 帯広ふだん記の会発足  
2003 年 『帯広のふだん記』創刊号発行  
*池田晶信、岡田勝美、佐藤美恵子、岩渕敏江、名取善子、松崎拓郎編(斎藤道子、岡田勝美総括)『北海道のふだん記 
歴史(年表) 出版目録』、ふだん記旭川グループ、2013 年より抜粋。備考欄の*は一部加筆を行ったもの。本年表は、





の 1967 年 6 月の北海道訪問である。「ふだん記」の機関誌である＜ふだんぎ＞の創刊は




























































北海道「ふだん記」のあゆみには 1975(S50)年 8 月 23 日に色川大吉が初めて士別を訪
れたという記録が残っている。さらにその後 1975 年 11 月 8 日には、斉藤昌淳が八王子で





























は 1979 年に開基 80 年記念事業として、「自分史」を配布したものであるが、「ふだん記」
士別グループが提唱したものである。こうした「自分史」に力を入れる取り組みは以後も
続いており、1999 年の開基 90 年記念事業士別市史抄「私たちの歩み」、開基 100 年記念








なお、北海道における初期の「ふだん記」各地グループには、他にも 1979 年 2 月の「ふ
だん記と自分史・さいはてグループ」(北見市、窓口・真貝四郎(当時))及び、1980 年 8 月
の「ふだん記旭川グループ」(旭川市、窓口・岡田勝美)がある。北海道「ふだん記」の初
期に設立されたこれらのグループは、30 年以上を経た 2018 年現在もなお活動を続けてい
る。 
 
第 3 項 「ふだん記」北海道大会の開催  
 初期の北海道「ふだん記」のあゆみの中で、北海道に「ふだん記」運動が広がる契機の







































































                                                   
補論２ 注 
 




                                                                                                                                                     
会、1981 年、pp.441-442。 
3 関根善二「民衆の歴史と図書館の出版活動」、＜図書館雑誌＞75(8)、日本図書館協会、
1981 年 8 月、p. 454。 
4 川上賢一「民衆史発掘と地方出版」、＜図書館雑誌＞75(8)、日本図書館協会、1981 年 8
月、p. 456。 
5 小池喜孝「北海道における民衆史掘りおこし運動」、＜図書館雑誌＞75(8)、日本図書館
協会、1981 年 8 月、p. 450。 
6 小池喜孝「オホーツク民衆史講座」、『岩波講座 日本通史』別巻 2、岩波書店、1994 年、
pp.229-245。 
7 桑原真人、川上淳『北海道の歴史がわかる本』亜璃西社、2015 年、p.181。 
8 中川功「北海道開拓と民衆史運動(北の大地からくらしを拓く<特集>)」、＜月刊 社会教










11 色川大吉『“元祖”が語る自分史のすべて』河出書房、2014 年、p.63。 
12 橋本義夫『北海道紀行』八王子文化サロン、1967 年、p.27。 
13 同前。 
14 橋本義夫「編集後記」、橋本義夫編『北海道のふだんぎ』第 1 号、ふだん記全国グルー
プ、1977 年、p.92。 
15 岡田勝美「橋本義夫と北海道におけるふだん記運動」、＜旭川のふだんぎ＞38 号、ふだ
ん記旭川グループ、2002 年 7 月、p.149。 
16 斎藤道子インタビュー、聞き手川原健太郎、2016 年 9 月 6 日、於：センチュリーロイ
ヤルホテル札幌(北海道札幌市)。 
17 斎藤道子インタビュー、聞き手川原健太郎、2016 年 9 月 6 日。 
18 斎藤道子インタビュー、聞き手川原健太郎、2016 年 9 月 6 日。 
19 池田晶信、岡田勝美、佐藤美恵子、岩渕敏江、名取善子、松崎拓郎編(斎藤道子、岡田
勝美総括)『北海道のふだん記 歴史(年表) 出版目録』ふだん記旭川グループ、2013 年、
p.2。 
20 渡辺いと「逢う日」、四宮さつき『続十年 ―ふだん記と共に―』ふだん記本 79、ふだ
ん記全国グループ、1984 年、p.37。 
21 岡田勝美「橋本義夫と北海道におけるふだん記運動」、＜旭川のふだんぎ＞38 号、ふだ
ん記旭川グループ、2002 年 7 月、p.153。 
22 「私の記録 自分史ノート」、2016 年 3 月発行。士別市ホームページにて書式をダウン
ロードできるようになっている。
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でそれぞれ 1980 年 1 月 11 日、1 月 18 日に送られていた手紙に関して写真とともに掲載
している。 
24 橋本義夫「新人類文化ここに創まる」、橋本義夫著(岡田勝美編)『「新人類文化」のすす
め』ふだん記新書 130、ふだん記旭川グループ、ふだん記全国グループ、1983 年、p.73。 
25 同前、pp.74-75。この回想の執筆は 1982 年 7 月 12 日の記録が残っている。おおよそ
大会終了後 1 か月時の回顧である。 
26 渡辺シゲ「感想」、ふだん記旭川グループ編(斎藤和、土田ひろえ、岡田勝美担当)『北海
道のふだんぎ』第 2 号(『ふだん記』士別グループ、『ふだん記』北見さいはてグループ、
『ふだん記』旭川グループ、『ふだん記』全国グループ、1982 年 11 月、p.85。 
























































以下では、第 1 部から第 4 部までで論じてきたことをまとめ、得られた知見を整理しつ
つ、結論を述べたい。 
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渡辺賢二「南多摩地域の中での戦後稲城の特徴」、＜稲城市文化財研究紀要＞第 2 号、稲
城市教育委員会、1999 年 3 月。 
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西暦 歳 橋本義夫の履歴と実践 三多摩の学習・文化活動の動向 
1902 0 
橋本義夫 誕生(南多摩郡川口村字楢原)(3
月 13 日)。 
  












1904 2  多麻千草新報を発行 発行人 山崎留吉。 
1905 3   





1907 5  
国民新聞が八王子出張所を開設して、府下版の
記事掲載を初める。 
1908 6 川口村 陶鎔小学校に入学。 
府立第四高等女学校が開校(5 月)。 
地方紙「関東新聞」が創刊[八木町](9 月)。 
1909 7   





学習期間 秋冬 6 ヶ月間。 
1911 9 父喜市、南多摩郡会議員になる。 
町立八王子図書館開館(4 月)。 
八王子町立図書館が開館(昭和 30 年 1 月都立に
移管)(9 月)。 
1912 10   





1914 12  憲政擁護運動で三多摩壮士が活躍。 
1915 13   
















































































































1932 30   
1933 31 




















































1943 41 もとの非戦論者・反戦主義者にもどる。  
1944 42 治安維持法で家宅捜索を受け、早稲田署に 松井翠次郎が治安維持法違反容疑で検挙される
395 
 


































































































































1963 61  
八王子市史編さん委員会編「八王子史」上巻を
刊行(7 月)。 
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